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【地方独立行政法人岐阜県総合医療センター】 （単位：円）

Ⅰ　

1

2,225,000,000

19,100,802,019

▲ 1,094,613,656 18,006,188,363

16,843,000

▲ 883,711 15,959,289

3,405,056,112

▲ 1,043,223,135 2,361,832,977

25,111,167

▲ 6,443,894 18,667,273

685,384,772

23,313,032,674

2

116,566,016

68,000

116,634,016

3

93,229,680

▲ 93,229,680 0

2,922,812

420,000

3,342,812

23,433,009,502

Ⅱ

12,375,175,566

2,840,385,567

▲ 34,822,625 2,805,562,942

189,458,860

115,016,486

2,143,266

6,012,354

15,493,369,474

38,926,378,976

長期前払費用

流動資産合計

資産合計

医業未収金

　 貸倒引当金

未収金

たな卸資産

前払費用

未収収益

その他

投資その他の資産合計

固定資産合計

流動資産

現金及び預金

投資その他の資産

破産更生債権等

　 貸倒引当金

無形固定資産

ソフトウェア

電話加入権

無形固定資産合計

器械備品

　 減価償却累計額

車両

　 減価償却累計額

建設仮勘定

有形固定資産合計

有形固定資産

土地

建物

　 減価償却累計額

構築物

　 減価償却累計額

貸貸貸貸　　　　　　　　　　　　借借借借　　　　　　　　　　　　対対対対　　　　　　　　　　　　照照照照　　　　　　　　　　　　表表表表
（平成２３年３月３１日）

科　　　　　　　　　　　目 金　　　　　　　　　　額

資産の部

固定資産

1



【地方独立行政法人岐阜県総合医療センター】 （単位：円）

Ⅰ　

300,917,306

1,123,200,000

13,129,053,342

4,084,404,991

18,637,575,639

Ⅱ

2,267,736,000

80,800,000

5,366,429,022

439,329,381

1,407,652,612

28,660,272

10,287,500

98,306,176

423,039,668

その他 55,030

10,122,295,661

28,759,871,300

Ⅰ

10,861,040,547

10,861,040,547

Ⅱ

298,032,350

298,032,350

Ⅲ

▲ 992,565,221

（うち当期総損失） (▲992,565,221)

▲ 992,565,221

10,166,507,676

38,926,378,976負債純資産合計

資本剰余金合計

繰越欠損金

当期未処理損失

繰越欠損金合計

純資産合計

資本金

設立団体出資金

資本金合計

資本剰余金

資本剰余金

賞与引当金

流動負債合計

負債合計

純資産の部

未払金

未払費用

未払消費税等

預り金

引当金

流動負債

運営費負担金債務

一年以内返済予定長期借入金

一年以内返済予定移行前地方債償還債務

医業未払金

長期借入金

移行前地方債償還債務

引当金

退職給付引当金

固定負債合計

負債の部

固定負債

資産見返負債

資産見返物品受贈額

貸貸貸貸　　　　　　　　　　　　借借借借　　　　　　　　　　　　対対対対　　　　　　　　　　　　照照照照　　　　　　　　　　　　表表表表
（平成２３年３月３１日）

科　　　　　　　　　　　目 金　　　　　　　　　　額

2



【地方独立行政法人岐阜県総合医療センター】 （単位：円）

11,611,826,575
3,997,586,238

307,184,630
▲ 57,418,016 15,859,179,427

102,233,320
876,450,000
125,138,650
18,732,061
50,465,165

17,032,198,623

7,306,684,187
4,628,039,259
2,313,011,161
2,436,550,379

94,237,406 16,778,522,392

207,803,567
7,631,819

33,281,959 248,717,345
17,027,239,737

4,958,886

運営費負担金収益 220,432,000
財務収益

受取利息 38,017,387
雑益 10,465,739

268,915,126

356,662,462
2,169,335 358,831,797

410,160,305
6,658,985

775,651,087
▲ 501,777,075

120,448,072 120,448,072

369,708,118
損害賠償金 120,448,072

121,080,028 611,236,218

▲ 992,565,221
▲ 992,565,221

臨時損失
固定資産除却損

その他

当期純損失
当期総損失

雑支出
営業外費用合計

経常損失

臨時利益
損害賠償保険金

財務費用
支払利息
支払手数料

控除対象外消費税等

営業利益

営業外収益

営業外収益合計

営業外費用

一般管理費
給与費
減価償却費
経費

営業費用合計

医業費用
給与費
材料費
減価償却費
経費
研究研修費

補助金等収益
資産見返物品受贈額戻入
その他営業収益
営業収益合計

営業費用

入院収益
外来収益
その他医業収益
保険等査定減

受託事業等収益
運営費負担金収益

損損損損　　　　　　　　　　　　益益益益　　　　　　　　　　　　計計計計　　　　　　　　　　　　算算算算　　　　　　　　　　　　書書書書
（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）

科　　　　　　　　　　　目 金　　　　　　　　　　額
営業収益

医業収益
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【地方独立行政法人岐阜県総合医療センター】 （単位：円）

▲ 4,872,907,143

▲ 7,497,625,888

▲ 2,503,851,032

15,598,698,791

1,096,882,000

32,836,000

115,902,901

1,969,935,629

32,325,896

▲ 332,335,028

1,669,926,497

定期預金の戻入による収入 16,200,000,000

定期預金の預入による支出 ▲ 16,400,000,000

▲ 1,118,657,693

▲ 598,500

21,972,000

▲ 1,297,284,193

1,204,000,000

▲ 1,418,678,110

2,527,688,000

2,313,009,890

2,685,652,194

1,289,523,372

3,975,175,566

運営費負担金収入

　　財務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅳ　資金増加額

Ⅴ　資金期首残高

Ⅵ　資金期末残高

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入による収入

移行前地方債償還債務の償還による支出

無形固定資産の取得による支出

運営費負担金収入

　　投資活動によるキャッシュ・フロー

      小計

利息の受取額

利息の支払額

　　業務活動によるキャッシュ・フロー

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出

医業収入

運営費負担金収入

補助金等収入

その他

キャッシュ・フローキャッシュ・フローキャッシュ・フローキャッシュ・フロー計算書計算書計算書計算書
（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）

Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー

材料の購入による支出

人件費支出

その他の業務支出
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【地方独立行政法人岐阜県総合医療センター】 （単位：円）

▲ 992,565,221

▲ 992,565,221

▲ 992,565,221Ⅱ　次期繰越欠損金

当期総損失

損失損失損失損失のののの処理処理処理処理にににに関関関関するするするする書類書類書類書類

Ⅰ 当期未処理損失

科　　　　目 金　　　　額

（平成２３年８月２６日）
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【地方独立行政法人岐阜県総合医療センター】 （単位：円）

16,778,522,392

248,717,345

775,651,087

611,236,218 18,414,127,042

▲ 15,859,179,427

▲ 102,233,320

▲ 50,465,165

▲ 38,017,387

▲ 10,465,739

▲ 120,448,072 ▲ 16,180,809,110

2,233,317,932

(18,732,061)

138,170,878 138,170,878

2,371,488,810Ⅲ　行政サービス実施コスト

　　業務費用合計

 　（うち減価償却充当補助金相当額）

Ⅰ　業務費用

受託事業等収益

営業外費用

雑益

地方公共団体出資等の機会費用

Ⅱ　機会費用

臨時利益

財務収益

医業費用

一般管理費

臨時損失

　（２）（控除）自己収入等

医業収益

その他営業収益

行政行政行政行政サービスサービスサービスサービス実施実施実施実施コストコストコストコスト計算書計算書計算書計算書
（平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日）

科　　　　目 金　　　　額

　（１）損益計算書上の費用
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円
円
円

円
円

　定額法を採用しております。
　なお、主な資産の耐用年数は以下のとおりであります。

　定額法を採用しております。
　なお、法人内利用のソフトウェアについては、法人内における利用可能期間(5年)に基づいて償却して
おります。

　未認識数理計算上の差異 ▲ 2,734,962

　該当事項はありません。

Ⅲ　退職給付関係

１．退職給付債務に関する事項

　退職給付債務 4,087,139,953

１．資金の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係
　現金及び預金勘定 12,375,175,566

　資金期末残高 3,975,175,566

２．重要な非資金取引

　現金及び預金勘定のうち定期預金 ▲ 8,400,000,000

　医薬品　　 先入先出法に基づく低価法によっております。
　診療材料　最終仕入原価法に基づく低価法によっております。

７．行政サービス実施コスト計算書における機会費用の計上方法
　地方公共団体出資等の機会費用の計算に使用した利率
     10年利付国債の平成23年3月末における利回りを参考に1.255％で計算しております。

８．消費税等の会計処理
　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

Ⅱ　キャッシュ・フロー計算書関係

４．貸倒引当金の計上基準
　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率により、貸倒懸念債権等の特
定の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込み額を計上しております。

５．賞与引当金の計上基準

　職員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込み額に基づき計上しており
ます。
　数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における職員の平均残存勤務期間内の一定の年数(9年)に
よる定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。

　職員に対して支給する賞与に備えるため、当事業年度に負担すべき支給見込額を計上しております。

６．たな卸資産の評価基準及び評価方法

車両 3年
（２）無形固定資産

３．退職給付に係る引当金の計上基準

建物 2～36年
構築物 6～22年
器械備品 2～16年

（１）有形固定資産

注記事項注記事項注記事項注記事項

Ⅰ　重要な会計方針

１．運営費負担金収益の計上基準
　期間進行基準を採用しております。
　ただし、建設改良に要する経費（移行前地方債元金利息償還金等）については費用進行基準を採用して
おります。

２．減価償却の会計処理方法

7



円

円
円
円

　

差額
－
－

19
(397)

(注１）負債に計上されているものは（）で示しております。
(注２）金融商品の時価の算定方法に関する事項

(１）現金及び預金、（２）医業未収金

(３）長期借入金、（４）移行前地方債償還債務

２．共用資産の概要及び減損の兆候の把握等における取扱い方法
　当法人は単独の病院のみを運営しているため、共用資産はありません。

　これらの時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割
り引いて算定する方法によっております。

　当法人は、資金運用については短期的な預金に限定し、設立団体からの借入により資金を調達して
おります。

１．金融商品の状況に関する事項

Ⅵ　重要な債務負担行為
　当事業年度末までに契約を締結し、翌事業年度以降に支払が発生する重要なものは、以下のとおり
であります。

（単位：円）

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によって
おります。

Ⅶ　金融商品に関する事項

翌事業年度以降の支払金額

（単位：百万円）

契約内容 契約金額

　未収債権等に係る回収リスクは、債権管理規程等に沿ってリスク低減を図っております。
　借入金等の使途は事業投資資金（長期）であり、設立団体の長により認可された資金計画に従って、
資金調達を行っております。

２．金融商品の時価等に関する事項

(４）移行前地方債償還債務

　該当事項はありません。
Ⅴ　オペレーティング・リース取引関係

(18,495)
(３）長期借入金 (1,204)

貸借対照表計上額

(２）医業未収金 2,840 2,840
(1,185)

(18,892)

給食業務委託 394,254,000 394,254,000

　期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、以下のとおりであります。

12,375(１）現金及び預金 12,375
区分 時価

　退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準
　数理計算上の差異の処理年数 9年

Ⅳ　固定資産の減損関係

１．固定資産のグルーピング方法
　当法人は単独の病院のみを運営しているため、全体で1つの資産グループとしております。

　退職給付費用 330,518,684

３．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項

　割引率 1.20%

２．退職給付費用に関する事項

　勤務費用 282,781,215
　利息費用 47,737,469

　退職給付引当金 4,084,404,991

8



財　務　諸　表

（ 附 属 明 細 書 ）



（１）固定資産の取得及び処分、減価償却費（「第８５特定施設である償却資産の減価に係る会計処理」による損益外減価償却相当額も含む。）並びに減損損失の明細
（単位：円）

当期償却額 当期損益内 当期損益外

建物 19,065,497,019 35,305,000 － 19,100,802,019 1,094,613,656 1,094,613,656 － － － 18,006,188,363

構築物 8,667,000 8,176,000 － 16,843,000 883,711 883,711 － － － 15,959,289

器械備品 3,037,596,192 367,813,478 353,558 3,405,056,112 1,043,223,135 1,043,274,340 － － － 2,361,832,977

車両 25,111,167 － － 25,111,167 6,443,894 6,443,894 － － － 18,667,273

計 22,136,871,378 411,294,478 353,558 22,547,812,298 2,145,164,396 2,145,215,601 － － － 20,402,647,902

建物 － － － － － － － － － －

構築物 － － － － － － － － － －

器械備品 － － － － － － － － － －

車両 － － － － － － － － － －

計 － － － － － － － － － －

土地 2,225,000,000 － － 2,225,000,000 － － － － － 2,225,000,000

建設仮勘定 41,109,849 650,285,923 6,011,000 685,384,772 － － － － － 685,384,772

計 2,266,109,849 650,285,923 6,011,000 2,910,384,772 － － － － － 2,910,384,772

土地 2,225,000,000 － － 2,225,000,000 － － － － － 2,225,000,000

建物 19,065,497,019 35,305,000 － 19,100,802,019 1,094,613,656 1,094,613,656 － － － 18,006,188,363

構築物 8,667,000 8,176,000 － 16,843,000 883,711 883,711 － － － 15,959,289

器械備品 3,037,596,192 367,813,478 353,558 3,405,056,112 1,043,223,135 1,043,274,340 － － － 2,361,832,977

車両 25,111,167 － － 25,111,167 6,443,894 6,443,894 － － － 18,667,273

建設仮勘定 41,109,849 650,285,923 6,011,000 685,384,772 － － － － － 685,384,772 （注）

計 24,402,981,227 1,061,580,401 6,364,558 25,458,197,070 2,145,164,396 2,145,215,601 － － － 23,313,032,674

ソフトウェア 290,439,395 1,554,000 － 291,993,395 175,427,379 175,427,379 － － － 116,566,016

電話加入権 68,000 － － 68,000 － － － － － 68,000

計 290,507,395 1,554,000 － 292,061,395 175,427,379 175,427,379 － － － 116,634,016

長期前払費用 2,411,875 675,000 － 3,086,875 164,063 164,063 － － － 2,922,812

その他 － 420,000 － 420,000 － － － － － 420,000

計 2,411,875 1,095,000 － 3,506,875 164,063 164,063 － － － 3,342,812

(注）当期増加額の主なものは、外構整備工事295,252,385円であります。

減価償却累計額

無形固定資産

投資その他の資産

有形固定資産合計

減損損失累計額
差引当期末残高 摘要

有形固定資産
（償却費損益内）

有形固定資産
（償却費損益外）

非償却資産

資産の種類 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高
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（２）たな卸資産の明細

（単位：円）

当期購入・振替 その他 払出・振替 その他

医薬品 93,875,410 1,985,674,599 － 1,982,368,342 3,034,645 94,147,022

診療材料 17,089,929 2,061,040,975 － 2,061,077,977 － 17,052,927

貯蔵品 2,303,903 3,283,874 － 1,771,240 － 3,816,537

計 113,269,242 4,049,999,448 － 4,045,217,559 3,034,645 115,016,486

（注）当期減少額のその他には、期限切れによる廃棄もしくは減失した資産を記載しております。

種類 期首残高

当期増加額 当期減少額

期末残高 摘要
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（３）長期借入金の明細

（単位：円）

区分 期首残高 当期増加 当期減少 期末残高 平均利率（％） 返済期限 摘要

平成２２年度
建設改良資金貸付金

－ 1,204,000,000 － 1,204,000,000 0.939 平成32年11月25日

計 － 1,204,000,000 － 1,204,000,000
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（４）移行前地方債償還債務の明細

銘柄 期首残高 当期増加 当期減少 期末残高 利率 償還期限 摘要

円 円 円 円 （％）

資金運用部資金第61001号 50,944,617 － 6,206,254 44,738,363 5.20 平成29年3月25日

資金運用部資金第62001号 560,177,832 － 58,531,835 501,645,997 5.00 平成30年3月25日

財政融資資金第14002号 478,298,025 － 18,173,911 460,124,114 1.20 平成45年3月1日

財政融資資金第16004号 136,000,000 － 4,186,110 131,813,890 2.10 平成47年3月1日

ぎふ県民債 1,000,000,000 － 1,000,000,000 － 0.82 平成22年11月30日

財政融資資金第17003号 4,703,000,000 － － 4,703,000,000 2.10 平成48年3月1日

公庫資金H17-070-0101-0 2,957,000,000 － － 2,957,000,000 2.00 平成46年3月20日

縁故債（十六銀行） 115,000,000 － 115,000,000 － 1.163 平成23年3月31日

財政融資資金第18002号 609,700,000 － － 609,700,000 2.10 平成49年3月1日

公庫資金H18-070-0288-0 188,500,000 － － 188,500,000 2.15 平成47年3月20日

公庫資金H18-070-0289-0 194,800,000 － － 194,800,000 2.10 平成47年3月20日

縁故債（十六銀行） 3,242,000,000 － － 3,242,000,000 1.297 平成24年3月31日

縁故債（岐阜信用金庫） 970,000,000 － － 970,000,000 1.297 平成24年3月31日

縁故債（大垣信用金庫） 170,000,000 － － 170,000,000 1.297 平成24年3月31日

縁故債（岐阜県信用農業協同組合連合会） 430,000,000 － － 430,000,000 1.297 平成24年3月31日

縁故債（十六銀行） 210,000,000 － － 210,000,000 0.954 平成25年3月31日

縁故債（十六銀行） 529,740,000 － 176,580,000 353,160,000 0.954 平成25年3月25日

縁故債（十六銀行） 239,000,000 － － 239,000,000 0.908 平成26年3月31日

縁故債（十六銀行） 1,910,000,000 － － 1,910,000,000 1.05 平成25年12月25日

縁故債（十六銀行） 1,000,000,000 － 40,000,000 960,000,000 1.32 平成31年12月25日

縁故債（十六銀行） 220,000,000 － － 220,000,000 0.559 平成27年3月31日

計 19,914,160,474 － 1,418,678,110 18,495,482,364
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（５）引当金の明細

（単位：円）

目的使用 その他

退職給付引当金 3,978,122,440 330,518,684 224,236,133 － 4,084,404,991

賞与引当金 381,415,171 423,039,668 381,415,171 － 423,039,668

貸倒引当金 133,150,471 27,505,999 26,588,082 6,016,083 128,052,305

計 4,492,688,082 781,064,351 632,239,386 6,016,083 4,635,496,964

（注）貸倒引当金の当期減少額のその他は、回収による取崩しであります。

区分 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高 摘要
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（６）資本金及び資本剰余金の明細

（単位：円）

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘要

岐阜県出資金 10,861,040,547 － － 10,861,040,547

計 10,861,040,547 － － 10,861,040,547

資本剰余金

　　　　運営費負担金 － 281,924,000 － 281,924,000 （注１）

　　　　補助金等 － 15,258,350 － 15,258,350 （注１）

　　　　寄附金等 － 850,000 － 850,000 （注２）

計 － 298,032,350 － 298,032,350

損益外減価償却累計額 － － － －

損益外減損損失累計額 － － － －

差引計 － 298,032,350 － 298,032,350

（注１）運営費負担金及び補助金等の当期増加額は資本的助成分であります。
（注２）寄附金等の当期増加額は現物による寄附財産であります。

区分

資本金

資本剰余金
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（７）運営費負担金債務及び運営費負担金収益の明細

①運営費負担金債務 （単位：円）

平成２２年度 － 3,646,542,000 1,096,882,000 － 281,924,000 1,378,806,000 2,267,736,000

合計 － 3,646,542,000 1,096,882,000 － 281,924,000 1,378,806,000 2,267,736,000

②運営費負担金収益

期間進行基準 876,450,000 876,450,000

費用進行基準 220,432,000 220,432,000

合計 1,096,882,000 1,096,882,000

期末残高

当期振替額

運営費負担金収益
資産見返運営費

負担金
資本剰余金

業務等区分 ２２年度負担分 合計

小計
負担年度 期首残高 負担金当期負担額
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（８）地方公共団体等からの財源措置の明細

①補助金等の明細 （単位：円）

建設仮勘定補助金等 資産見返補助金等 資本剰余金 長期預り補助金等 収益計上

岐阜県児童福祉等対策事業補助金（地域子
育て創生事業）

1,428,000 － － 1,015,350 － 412,650

岐阜県院内助産所・助産師外来設備整備費
補助金

2,042,000 － － 2,042,000 － －

岐阜県周産期医療施設等整備費補助金(小
児医療施設設備整備事業）

7,142,000 － － 7,142,000 － －

岐阜県周産期医療施設等整備費補助金（周
産期医療施設設備整備事業）

4,252,000 － － 4,252,000 － －

岐阜県周産期医療施設等整備費補助金（新
生児蘇生法講習用機器設備整備事業）

1,000,000 － － 807,000 － 193,000

臨床研修費等補助金（医師） 29,508,000 － － － － 29,508,000

臨床研修費等補助金（歯科医師） 2,828,000 － － － － 2,828,000

岐阜県認定看護師育成支援事業補助金 500,000 － － － － 500,000

岐阜県周産期医療施設運営費（総合周産期
母子医療センター運営費）補助金

22,337,000 － － － － 22,337,000

岐阜県救急医療施設運営費等補助金（小児
救急医療拠点病院運営費補助金）

46,227,000 － － － － 46,227,000

岐阜県新人看護職員研修事業補助金 1,175,000 － － － － 1,175,000

岐阜県がん診療連携拠点病院機能強化事業
費補助金

6,000,000 － － － － 6,000,000

岐阜県産科医等確保支援事業費補助金（分
娩手当）

958,000 － － － － 958,000

岐阜県医師派遣支援事業費補助金 15,000,000 － － － － 15,000,000

合計 140,397,000 － － 15,258,350 － 125,138,650

摘要区分 当期交付額
左の会計処理内訳
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（９）役員及び職員の給与の明細

（単位：千円、人）

支給額 支給人員

－ － － －

( 2,460 ) ( 4 ) ( － ) ( － )

5,717,533 791 224,236 68

( 541,379 ) ( 186 ) ( － ) ( － )

5,717,533 791 224,236 68

( 543,839 ) ( 190 ) ( － ) ( － )

（注１）　支給額及び支給人員
　　　　　非常勤の役員及び職員については、外数として（　　　）内に記載しております。
　　　　　また、支給人員については年間平均支給人員数で記載しております。
（注２）　役員報酬については、「地方独立行政法人岐阜県総合医療センター役員報酬規程」に基づき支給しております。
　　　　　職員給与については、「地方独立行政法人岐阜県総合医療センター職員給与規程」及び「地方独立行政法人岐阜県総合医療センター
　　　　　非常勤職員給与規程」に基づき支給しております。
（注３）　法定福利費
　　　　　上記明細には法定福利費は含めておりません。

退職手当

職員

合計

区分
報酬又は給与

支給額 支給人員

役員
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（１０）上記以外の主な資産、負債、費用及び収益の明細

①医業費用及び一般管理費の明細

（単位：円）

給与費
給料 2,662,375,383
手当 1,870,557,230
賞与 730,934,673
賞与引当金繰入額 414,338,399
報酬 493,343,615
法定福利費 804,616,203
退職給付費用 330,518,684 7,306,684,187

材料費
薬品費 2,451,634,372
診療材料費 2,072,090,264
給食材料費 102,685,050
たな卸資産減耗費 1,629,573 4,628,039,259

減価償却費
建物減価償却費 1,091,230,443
構築物減価償却費 883,711
器械備品減価償却費 1,042,861,585
車両減価償却費 6,443,894
無形固定資産減価償却費 171,591,528 2,313,011,161

経費
厚生福利費 8,834,320
報償費 129,358,828
旅費交通費 5,729,643
職員被服費 15,340,140
消耗品費 58,349,287
消耗備品費 44,665,497
光熱水費 325,807,923
燃料費 1,837,415
会議費 139,511
印刷製本費 5,147,590
修繕費 87,727,130
保険料 40,303,225
賃借料 121,449,964
通信運搬費 12,615,051
委託料 1,528,972,751
諸会費 1,887,400
負担金補助及び交付金 22,980,939
租税公課 50,000
貸倒引当金繰入額 21,360,760
雑費 3,993,005 2,436,550,379

医業費用

科　　　　　　　　　　　目 金　　　　　　　　　　額
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科　　　　　　　　　　　目 金　　　　　　　　　　額
研究研修費

研究費 58,563,819
図書費 9,886,959
旅費 25,606,628
解剖関係費 180,000 94,237,406

医業費用合計 16,778,522,392

給与費
給料 88,748,250
手当 31,068,364
賞与 24,858,572
賞与引当金繰入額 8,701,269
役員報酬 2,460,000
報酬 25,734,436
法定福利費 26,232,676 207,803,567

減価償却費
建物減価償却費 3,383,213
器械備品減価償却費 412,755
無形固定資産減価償却費 3,835,851 7,631,819

経費
厚生福利費 80,320
報償費 50,000
旅費交通費 834,535
職員被服費 15,400
消耗品費 3,235,103
消耗備品費 3,013,288
光熱水費 1,327,628
燃料費 251,551
会議費 96,516
印刷製本費 120,530
修繕費 1,348,445
保険料 85,606
賃借料 1,114,644
通信運搬費 433,611
委託料 16,869,193
諸会費 30,000
租税公課 37,600
雑費 4,337,989 33,281,959

一般管理費合計 248,717,345

一般管理費
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②現金及び預金の内訳 （単位：円）

区分 期末残高 備考

現金 1,422,238

普通預金 3,973,753,328

定期預金 8,400,000,000

合計 12,375,175,566

③医業未収金の内訳 （単位：円）

区分 期末残高 備考

医療保険者等 2,639,451,076

患者等 131,224,153

その他 69,710,338

合計 2,840,385,567
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決　算　報　告　書



【地方独立行政法人岐阜県総合医療センター】 （単位：円）

予算額 決算額
差額

（決算額-予算額）
備考

15,769,948,000 17,035,397,977 1,265,449,977

14,676,733,000 15,875,912,830 1,199,179,830
ＤＰＣ係数の増、手術件数増加に
伴う診療単価増による

809,570,000 876,450,000 66,880,000

283,645,000 283,035,147 ▲ 609,853

253,965,000 268,705,484 14,740,484

221,895,000 220,432,000 ▲ 1,463,000

　その他営業外収益 32,070,000 48,273,484 16,203,484

1,479,952,000 3,768,918,350 2,288,966,350

259,952,000 2,549,660,000 2,289,708,000
満期一括償還分平準化調整
（2,267,736千円）による

1,220,000,000 1,204,000,000 ▲ 16,000,000

0 15,258,350 15,258,350

　その他の収入 0 120,448,072 120,448,072
損害賠償金に伴う損害賠償保険
料の計上による

17,503,865,000 21,193,469,883 3,689,604,883

14,735,786,000 14,891,445,028 155,659,028

14,489,657,000 14,645,624,084 155,967,084

　給与費 7,281,922,000 7,158,775,158 ▲ 123,146,842
看護師定数不足に伴う給料・手当
等の支給額の減による

　材料費 4,634,475,000 4,860,303,351 225,828,351 医業収益の増加等による

　経費 2,473,969,000 2,528,015,908 54,046,908

　研究研修費 99,291,000 98,529,667 ▲ 761,333

246,129,000 245,820,944 ▲ 308,056

　給与費 202,730,000 210,893,235 8,163,235

　経費 43,399,000 34,927,709 ▲ 8,471,291

351,696,000 365,302,980 13,606,980

3,358,419,000 2,915,521,528 ▲ 442,897,472

1,929,740,000 1,495,211,718 ▲ 434,528,282
改修工事等の入札差金、電波障
害対策の不執行による

1,418,679,000 1,418,678,110 ▲ 890

10,000,000 1,631,700 ▲ 8,368,300

　その他の支出 136,102,000 238,205,600 102,103,600 損害賠償金の計上による

18,582,003,000 18,410,475,136 ▲ 171,527,864

▲ 1,078,138,000 2,782,994,747 3,861,132,747

（注）損益計算書の計上額と決算額の集計区分等の相違の概要は、以下のとおりであります。
　（１）損益計算書の臨時利益はその他の収入に含まれております。
　（２）損益計算書の臨時損失は資本支出の「建設改良費」及びその他の支出に含まれております。

　運営費負担金

　営業外収益

収入

　営業収益

　医業収益

　運営費負担金

平平平平　　　　成成成成　　　　２２２２２２２２　　　　年年年年　　　　度度度度　　　　決決決決　　　　算算算算　　　　報報報報　　　　告告告告　　　　書書書書　　　　

区分

　その他営業収益

　償還金

　その他資本支出

　資本収入

　運営費負担金

　長期借入金

　その他資本収入

計

支出

　営業費用

　医業費用

計

単年度資金収支（収入－支出）

　一般管理費

　営業外費用

　資本支出

　建設改良費
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地方独立行政法人岐阜県総合医療地方独立行政法人岐阜県総合医療地方独立行政法人岐阜県総合医療地方独立行政法人岐阜県総合医療センターセンターセンターセンター事業報告書事業報告書事業報告書事業報告書 

 

○○○○地方独立行政法人岐阜県総合医療地方独立行政法人岐阜県総合医療地方独立行政法人岐阜県総合医療地方独立行政法人岐阜県総合医療センターのセンターのセンターのセンターの概要概要概要概要 

１１１１    法人法人法人法人のののの現況現況現況現況 

「地方独立行政法人岐阜県総合医療センター」は、岐阜県の政策医療を担う県全域の中

核基幹病院として平成１８年１１月に新築オープン、平成２２年４月地方独立行政法人化

した。 

同医療センターの大きな特徴は、高度で先進的で最善の医療を、より効率的に提供する

ためにチーム医療を中核に据え、急性期を中心とした５つの重点医療（救命救急医療、心

臓血管医療、周産期医療とこども医療、女性医療、がん医療）を定め、７つのセンター（救

急救命、心臓・血液、母と子供の医療、小児、新生児、がん、女性）方式を確立している。 

 

(1) 法人名称    地方独立行政法人岐阜県総合医療センター 

 

(2) 所在地   岐阜県岐阜市野一色 4-6-1 

 

(3) 設立年月日  平成 22年 4月 1日 

 

(4) 役員の状況              

  氏名 役職 

理事長 渡辺 佐知郎 センター院長 

副理事長 清生  勲 センター副院長兼事務局長 

理事 大橋 宏重 センター副院長 

理事 滝谷 博志 センター副院長 

理事 直原 修一 センター副院長 

理事 髙木 久美子 センター副院長兼看護部長 

理事 梅村 將夫 国立大学法人岐阜大学地域科学部客員教授 

理事 山田 忠雄 (財)岐阜県老人クラブ連合会会長 

監事 大久保  等 弁護士（大久保法律事務所） 

監事 川村 一孝 公認会計士・税理士（川村会計事務所） 
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(5) 組織図               平成 22年 4月 1日現在 
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(6) 職員数（平成 22年 4月 １日現在） 

９５４人（常勤７９７人、非常勤１５７人） 

医師１７０人（常勤１４０人、非常勤３０人）、看護師等５６９人（常勤５０３人、非

常勤６６人）、 

  コメディカル１３６人（常勤１２１人、非常勤１５人）、事務等７９人（常勤３３人、

非常勤４６人） 

 

２２２２    法人法人法人法人のののの基本的基本的基本的基本的なななな目標目標目標目標 

(1) 中期目標の前文 

岐阜県総合医療センターにおいては、県民が身近な地域でいつでも安心して良質な医療

を享受できるように、地域の基幹病院として地域の医療水準の向上、住民の健康と福祉の

増進に取組んできた。 

しかし、少子・高齢化の進展、医療技術の高度化・専門化、疾病構造の変化、医療需要

の高度化・多様化などにより、近年の医療を取り巻く環境は大きく変化している。 

特に、産科・小児科の医師不足、手厚い看護体制の導入に起因する看護師不足、診療報

酬のマイナス改定等、医療、病院経営を取り巻く状況は一段と厳しさを増している。 

一方、県民の健康への関心はきわめて高く、今後、これまで以上に、質の高い医療サー

ビスを求められることが十分に予想される。 

これからも、岐阜県総合医療センターとして、このような、医療制度や社会経済情勢の

変化に迅速に対応し、県民が必要とする医療をより良くかつ継続的に提供することができ

るように、地方独立行政法人に移行することとし、この中期目標において、地方独立行政

法人岐阜県総合医療センター（以下「法人」という。）の業務運営の目標や方向性を示すこ

ととする。 

地方独立行政法人化後は、地方独立行政法人制度の特徴を十分に活かした、自律性・機

動性・透明性の高い病院運営に努め、二次医療圏はもとより、三次医療圏の中核的な病院

として、県下全体を視野にいれて、県民が必要とする安全・安心・良質な医療を提供する

とともに、県全体の医療水準の向上を図り、もって県民の健康の確保及び増進に寄与して

いくことを強く求めるものである。 

 

(2) その他法人の特徴として記載すべき事項 

 岐阜県総合医療センターの理念は、「県民に信頼され、患者本位の安全で良質な全人的医

療の提供」で、①岐阜県の基幹病院としての急性期を中心とした医療を担当する。②科学

的根拠に基づく医療の提供と医療安全に務める。③必要な医療情報を広く公開し、医療の

信頼性を確保する。④地域の医療機関や福祉施設との連携を重視する。⑤迅速かつ確実な

医療とするとともに、効率的な病院経営に努める⑥医学的知識、医療技術の研鑽に努め、

医学や医療の進歩に寄与することなどを基本方針としている。 
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３３３３    設置設置設置設置するするするする病院病院病院病院のののの概要概要概要概要 

(1) 病院名称 

岐阜県総合医療センター 

(2) 所在地 

岐阜県岐阜市野一色 4-6-1 

(3) 沿革 

  当院は明治４２年岐阜衛戍病院として創設。岐阜陸軍病院、国立岐阜病院を経て昭和２

８年７月岐阜県に移譲され、病床数１３０床の岐阜県立岐阜病院として開院しました。 

 昭和２８年 ７月  岐阜県立岐阜病院として開院 病床数１３０床 

 昭和２９年１０月  総合病院の承認を受ける 病床数２５９床 

 昭和４３年 ２月  救急告示病院に指定   

 昭和４５年 ６月  特殊放射線棟新築   

 昭和４７年 ８月  東病棟新築 病床数３７０床 

 昭和４９年 ３月  厚生省臨床研修病院に指定   

 昭和５８年 ９月  西病棟新築 病床数５００床 

 昭和５８年１１月  救命救急センター開設   

 昭和６３年 ３月  中央診療・新生児センター棟新築 病床数５２２床 

 平成 ４年 ２月  特殊放射線棟増築   

 平成 ４年 ７月  病院医療総合情報システム導入   

 平成 ８年 ８月  新生児センター３床増床 病床数５２５床 

 平成 ８年１２月  基幹災害医療センターに指定   

 平成 ９年 ４月  院外処方箋実施   

 平成 ９年 ７月  結核病床を廃止し、一般病床に変更 病床数５３０床 

 平成１１年 ８月  クリニカルパス導入   

 平成１１年１１月  ２５床増床 病床数５５５床 

 平成１３年 ６月  病診連携室（平成１４年４月より病診連携部に改組）設置   

   開放型病床（１２床）開設 （平成１４年 1 月より２７床）   

 平成１４年 ３月 
 (財)日本医療機能評価機構による病院機能評価の認定

証取得 
  

 平成１４年 ４月  女性専用外来開設   

 平成１４年１０月  医療安全部開設   
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 平成１６年 ４月  新医師臨床研修病院に指定   

 平成１６年 ４月  乳腺外来の設置・臨床研修センター設置   

 平成１７年 １月  地域がん診療拠点病院に指定   

 平成１８年１１月  岐阜県総合医療センターへ名称変更。 病床数５９０床 

   岐阜県立病院医療総合情報システム(電子カルテ)導入   

 平成１９年 ８月 
 岐阜ＤＭＡＴ指定病院に指定（ＤＭＡＴ：災害派遣医療チ

ームの略） 
  

 平成１９年 ９月  ７対１看護体制を取得   

 平成２０年 ２月  総合周産期母子医療センターに指定   

 平成２０年 ９月  地域医療支援病院に指定   

 平成２１年 ４月  ＤＰＣ（入院包括診療報酬制度）対象病院に指定   

 平成２２年 １月  情報交流棟・管理棟改修工事完成   

 平成２２年 ４月  地方独立行政法人岐阜県総合医療センターへ移行   

(4) その他 

① 病床数 一般病床 ５９０床 

② 主な役割及び機能 

 ○ 高度で先進的な急性期医療センター機能 

 ○ 救命救急センターを設置する第三次救急医療施設 

 ○ 災害時に県下を対象に指定された基幹災害医療センター及びＤＭＡＴ指定病院 

○ 地域がん拠点病院 

○ 臨床研修指定病院 

○ 地域医療支援病院 

③ 重点医療 

  ５つの重点医療と７つのセンターによる高度先進医療の提供 

  ○救命救急医療（救命救急センター）  ○心臓血管疾患医療（心臓血管センター） 

  ○周産期医療（母とこども医療センター、小児医療センター、新生児医療センター） 

  ○がん医療（がん医療センター）  ○女性医療（女性医療センター） 

④ 診療科目（４４） 

総合診療科／内科／糖尿病・内分泌内科／循環器内科／不整脈科／腎臓内科／神経内科／

消化器内科／肝臓内科／血液内科／呼吸器内科／小児科／小児循環器内科／小児腎臓内科

／小児心臓外科／小児外科／小児脳神経外科／新生児内科／外科／消化器外科／整形外科

／脳神経外科／心臓血管外科／呼吸器外科／産科／婦人科／乳腺外科／皮膚科／ひ尿器科

／眼科／耳鼻いんこう科／リハビリテーション科／放射線診断科／放射線治療科／歯科口

腔外科／精神科／病理診断科／麻酔科／救急科／小児救急科／疼痛緩和内科／疼痛緩和外

科／成人性先天性心疾患診療科／臨床検査科 
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⑤ 専門外来（２４） 

膠原病・リウマチ内科外来／フットケア外来／糖尿病生活指導外来／肥満外来／メタボリ

ック生活指導外来／禁煙外来／ペースメーカー外来／不整脈外来／腹膜透析外来／もの忘

れ外来／小児アレルギー外来／小児脳波外来／小児腎・肝外来／小児神経・アレルギー外

来／小児発達外来／脊椎外来／リウマチ外来／手の外科外来／女性外来／学童外来／漢方

外来／顎関節外来／睡眠時無呼吸外来／不眠外来 
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○全体的な状況 

１ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するため

の取組の状況 

１－１ 診療事業 

岐阜県総合医療センターは、岐阜地域の基幹病院として近隣の医療機関との役割分担・

連携のもと、高度・先進医療を推進するため、「救命救急医療」、「心臓血管疾患医療」、「周

産期医療とこども医療」、「がん医療」、「女性医療」を５つの重点医療として位置づけ、救

命救急センターをはじめとする７つのセンターを柱として急性期医療及び政策医療等の県

民が必要とし信頼される医療を提供してきた。 

より質の高い医療を提供するためには高度先進医療機器の整備が必要であり、主要な高

額医療機器の保有状況及び更新時期等について基本的な計画を作成、院内委員会等で確認

し、また当センターの診療方針・財務状況等経営的な視点も考慮しつつ新規の高度先進医

療機器についても整備していくこととした。 

また、当センターの医療を支える医師・看護師・コメディカル等の優秀な医療スタッフ

を確保するため、医師補助・看護補助体制を強化した長時間勤務の改善や、独立行政法人

化のメリットを活かした柔軟な雇用制度に積極的に取り組み、必要な職員の採用を行った。 

併せて女性職員の働きやすい職場づくりに向け「女性職員が継続して働き続けることが

できる病院づくり委員会」の設置や院内保育の充実など環境整備を実施した。 

職員の質の向上については、岐阜大学病院等国内外先進病院への医師の研修派遣者数を

増やし医療技術の向上に努めたほか、学会発表・参加をはじめ各種職種における資格取得

や研修・セミナーへの参加を積極的に支援した。 

患者・住民サービスについては、手術の内容に応じた手術枠の弾力的運用及び麻酔科医

の増員により、手術室稼働率が向上し、手術待ちの改善を図った結果、年間３５７件の手

術件数(総数は５４０７件)が増加した。 

また検査部門では検査技師の配置や予約枠の改善により待ち時間を短縮でき、患者サー

ビスが向上した。 

病院環境については、平成１８年度完成の本館に続き、平成２１年度には情報交流棟・

管理棟が完成し、平成２２年度は旧病棟等の解体と駐車場を主とする外構工事を実施し、

患者用駐車場５００台を整備した。（完成は平成２３年４月末） 

また、患者からの各種相談を一体的に受け付け対応する「総合相談センター」（医師１名

常勤）を設置し利便性の向上ができた。 

「岐阜県総合医療センター運営協議会」を開催し地域住民の代表者との意見交流を図る

とともに患者満足度調査を実施し病院運営に反映した。 

診療体制の充実については、従来から患者の需要に的確に対応できる医療を目指してお

り、「総合診療科・小児腎臓内科・不整脈科・前立腺センター部・睡眠時無呼吸センター部・

脊椎脊髄外科センター部」を増設し、４４の診療科、２４の専門外来により各種症例に的
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確に応えられる体制とした。 

近隣医療機関との連携については、その役割分担を明確化し紹介率６１．５％、逆紹介

率７３．４％を達成した。 

周産期医療の夜間・休日診療には周辺地域の開業医１１名の協力を得て、小児救急医療

拠点病院としては各務原市医師会６名と連携、また岐阜市からの要請を受け小児夜間輪番

にも参加しその役割を果たした。 

重点医療については、冒頭で記述したとおり，５つの重点医療を定め７つのセンターを

中心として地域の基幹病院としての機能を果たした。 

 

１－２ 調査研究事業 

提供する医療の質及び県内の医療水準の向上等を図るため、治験事業や調査研究事業に

積極的に参画できる体制を整備するため「治験センター」を設置し、積極的な取り組を行

った結果、受託件数は計画２０件に対し２４件と大幅な増加を達成できた。 

また診療情報の活用として、電子カルテ等診療情報から抽出したＤＰＣデータを分析し、

診療科毎での症例検討等に活用した結果、ＤＰＣ参加病院として出来高に対するＤＰＣ収

益の増収率が向上したことで収益構造の改善に成果が現れた。併せて診療材料についても、

購入価格情報を収集し他医療機関のデータとの比較を行い価格交渉に活用した結果、コス

ト削減ができ効率的な経営に寄与することができた。 

保健医療情報の提供については、県民を対象とした公開講座の開催やホームページコン

テンツ（各センター、診療科別に症例数・治療内容・治療実績等）の充実、病診連携部Ｐ

Ｒ誌「すこやか」の発行に努めるなど広く情報発信を行った。 

 

 １－３ 教育研修事業 

質の高い医療従事者の養成として、新しい医療技術の修得・研究のため、国内外に医師

を派遣する体制をとり支援した。 

医師の卒後臨床研修等の充実について、岐阜大学病院との連携を密にしながら当院独自

の研修プログラムをデザインし充実した研修を推進したことで、後期研修医３６名の確保

につなげることができた。  

また、医学生他、薬剤・看護・臨床検査・リハビリ等の学生の実習についても積極的に

受け入れており、人材確保の場としても重要な機会であると位置づけ、多忙な業務と並行

して取り組んだ。 

併せて地域医療への協力・支援として、周辺市消防や自衛隊他の救命救急士養成実習に 

積極的な支援を行った。 

地域医療への支援では、開放型病床１００床の利用を促進して利用率も年々上昇して 

おり、併せてオープン病床クリニカルミーティングや病診・病病連携検討会を開催し地域

医療の向上に寄与した。 

また、医師不足の地域の医療機関やへき地医療機関への診療支援として、県とのへき地
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医療支援機構業務委託契約による依頼をうけて、高山赤十字病院、県立下呂温泉病院、下

呂市立金山病院等への人的支援を実施した。 

 

 １－５ 災害発生時における医療救護 

当院は県保健医療計画において、県下における「基幹災害医療センター」として指定さ

れており、その機能を発揮するためのトリアージ訓練・応急処置訓練・避難訓練・ヘリコ

プターによる重症患者受け入れ等の災害訓練を実施した。 

災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）の育成について国主催の研修に派遣するなど目標であ

る５班体制に対し平成２２年度で２班体制を確保した。 

 また、他県の大規模災害への取組については、平成２３年３月１１日に発生した東日本

大震災への医療救護に対し、翌１２日未明にはＤＭＡＴ１班５名を早急に派遣し、更に３

月１８日からは県からの派遣依頼を受け、医療救護班５班２５名（最終班は５月）を継続

して派遣し、被災地での医療救護活動に努めた。  

  

これらをはじめ住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達

成するための取組みについては、年度計画に掲げた目標を概ね順調に達成することができ

た。 

  

２２２２    業務運営業務運営業務運営業務運営のののの改善及改善及改善及改善及びびびび効率化効率化効率化効率化にににに関関関関するするするする目標目標目標目標をををを達成達成達成達成するためのするためのするためのするための取組取組取組取組のののの状況状況状況状況 

 ２－１効率的な業務運営体制の確立 

理事長の強力なリーダーシップの下、地方独立行政法人化を契機に医療環境の変化や県

民の医療需要に的確に対応できるよう、弾力的で迅速な診療体制の見直しを進めるととも

に、機動的、効率的な病院運営を図るため、役員会議、幹部会議、管理会議等を通じて迅

速に課題に取り組み解決してきた。 

組織の見直しについては診療体制に加え、管理部門に対し、経営企画課設置による経営

企画部門の強化により目標管理や新しい会計基準への的確な対応、係数管理された経営に

取り組み経営目標を達成できた。 

また人事労務担当を独立して設置し、病院機能の高度化・充実に要する人員の効果的な

採用について柔軟かつ迅速に取り組んだ他、県人事制度から切り離された膨大な人事給与

管理に的確に対応し、また中期目標にある人事評価制度の構築に向け先進医療機関等の視

察研修を実施し検討を進めた。 

 

 ２－２業務運営の見直しや効率化による収支改善 

業務運営の見直しについて、医療機器医療材料等の効率的な調達を目的として検討委員

会を設置し、診療材料の採用、医療機器の購入、薬剤の購入方法について、岐阜県総合医

療センターの医療方針に従って、コスト削減努力を強化することを意思決定し、効果的で
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効率的な医療機器等の調達を実施した。 

収入の確保については、平成２２年度診療報酬改定におけるプラス改定をベースに、「断

らない医療」、「高度・先進医療の推進、充実」、「院内外の快適・安心・安全な環境の整備」

に取り組んだ結果、県民からの信頼を得られ、外来患者数は対前年１０４．９％、入院患

者数は１０３．８％と増加し、また、外来診療単価は１０５．９％、入院診療単価では１

０５．３％と高度先進医療への進行度を示す指標として評価できる伸びを達成した。また

年間診療額では、外来で１１１．１％、入院でも１０９．２％の高い伸びを達成できた。 

特に入院診療額の伸びには、入院病棟における８８．９％（対前年１０３．９％）の高

い病床稼働率が要因のひとつであった。 

 

 ○収入関係数値 

  

一方、従前からの課題であった未収金への対応については、その発生防止対策として、

クレジットカード決済の導入や、入院説明室を設置し医療相談員から入院決定患者に対す

る入院費用や福祉制度の説明・支援などを積極的に実施し成果を出した。また発生後の未

回収困難な収金対策として弁護士法人に委託し徐々にではあるが成果が出てきた。 

費用の削減については、ＤＰＣデータの分析やコンサルタントを活用し、診療科部長以

上等で開催する管理会議において病院全体でコスト削減に対する意識を醸成し取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

    Ｈ22 年度 H22/H21 Ｈ21 年度 H21/H20 Ｈ20 年度 

外

来 

外来患者数 人 274,440 104.9  261,566 104.2  250,905 

1 日平均患者数 人/日 1,129 104.4  1,081                 104.6 1,033 

年間診療額 千円 3,965,117 111.1  3,568,030 112.5  3,172,083 

１日平均診療単価 円/日 14,448 105.9  13,641 107.9  12,643 

入

院 

入院患者数 人 191,389 103.8  184,440 100.2  184,090 

1 日平均患者数 人/日 524 103.8 505        100.2 504 

年間診療額 千円 11,589,615 109.2  10,610,043 107.4  9,880,265 

１日平均診療単価 円/日 60,555 105.3  57,526 107.2  53,671 

平均在院日数 日 13.2 103.1  12.8 98.5  13.0 

病床稼働率 ％ 88.9 103.9  85.6 100.1  85.5 
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３３３３    予算予算予算予算、、、、収支計画及収支計画及収支計画及収支計画及びびびび資金計画資金計画資金計画資金計画（（（（財務内容財務内容財務内容財務内容のののの改善改善改善改善にににに関関関関するするするする事項事項事項事項））））のののの状況状況状況状況 

３－１ 予算・決算（平成２２年度） 

 収入は、営業収益における医業収益の伸びと資本収入における運営費負担金の大幅な増

額（約２２億７千万円）により年度計画に対し約３６億９千万円の増額となっており、一

方、支出については概ね計画のとおり執行されて、約１億７千万円の減で、約２７億８千

万円の収入超過であった。 

 

３－２ 収支計画（平成２２年度） 

収支計画において、医業収益は約１５８億６千万円で年度計画の約１４６億６千万円に

対して１０８．２％の伸びを達成した。 

 また、経営目標とする各経営比率は対年度計画については全て達成できた。 

 中期計画については、経常収支比率は大きく向上したものの、未達成であり継続的に努

力する必要があるが、人件費比率及び材料費率は目標数値を達成できた。 

 

   ○経営指標比較 

  Ｈ２２年度 年度計画 中期計画 

経常収支比率 97.2% 91.2% 100.0% 

人件費比率 47.4% 50.6% 50.0% 

材料費率 29.2% 30.1% 30.0% 

 

３－３ 資金計画（平成２２年度） 

 業務活動（診療業務収入）における収入については、約１６８億８千万円と年度計画（約

１６０億３千万円）と比較し、医業収益の伸びを受けて、約８億５千万円の増と計画を大

きく上回ったことに加え、財務活動による収入として当初計画では予定されていなかった

運営費負担金約２２億７千万円を収入したことにより、次年度繰越額が約４２億２千万円

増の約１２３億８千万円となった。 

 

４ その他設立団体の規則で定める業務運営に関する事項の状況 

職員の就労環境の向上については、効果的な病院運営のため医師、看護師等各職種がそ

の業務に専念でき、併せて時間外勤務を縮減するため、医療クラーク・看護クラーク等業

務補助体制を強化するとともにＭＳＷ等の専門職を雇用し、病院職員の勤務環境を改善す

るとともに、年次有給等休暇の取得を促進し、家庭環境に配慮した取組ができた。 

健康管理については、独立行政法人化前の同水準以上の定期健康診断や人間ドック等の

検診を実施するとともに産業医設置による健康相談等の健康管理対策を実施した。 

また職員の安全・安心な勤務環境づくりとして、医師住宅、看護寮の修繕による住環境

整備を行うとともに、２４時間保育の実施に向け床暖房等の改修を実施した。 
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職員が業務に対する高い意欲を持ち、能力を十分に発揮できる病院づくりのため学会や

研修会等への参加について積極的に支援した。 

県及び他の地方独立行政法人との連携については、医療従事者の人事交流を行うなど連

携を推進した。 

医療機器・施設整備については、病院整備計画が概ね完了、医療機器についても県民の

医療需要に応えるため計画的に整備した。 

法人が負担する債務の償還については、岐阜県に対する債務の償還を確実に実施した。 

その他設立団体の規則で定める業務運営に関する事項については、年度計画に掲げた目

標を概ね順調に達成することができた。
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○○○○項目別項目別項目別項目別のののの状況状況状況状況 

１ 住民に対して提供するサービスその他業務の質の向上に関する目標を達成するための

取組 

１－１ 診療事業 

１－１－１ より質の高い医療の提供 

（（（（１１１１））））    高度先進医療機器高度先進医療機器高度先進医療機器高度先進医療機器のののの計画的計画的計画的計画的なななな更更更更新新新新・・・・整備整備整備整備 

・平成 22年度は、診療科・部による中長期計画及び稼働状況等を勘案し、主要医療機器

(本体価格 3,000万円以上)の更新・整備計画を策定した。この計画に基づき更新・整備を

行った。 

・高額な機器に関しては、稼働状況・費用対効果を勘案し、特に中長期計画などと整合

を図りながら整備することとした。 

 

代表的な更新・整備機器一覧 

機器名 整備目的・用途等 

３次元マッピングシステム・アブ

レーションシステム 

心腔内電位を記録して不整脈を診断・治療をす

る。 

ガンマカメラ装置 放射性医薬を投与しγ線を検出 診断 

Ｘ線ＴＶ装置 デジタル方式によるＸ線透視・撮影 

主要検査機器の稼働実績件数 

項目・年度 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 

PET 
(１台) 

外来 678 793 904 

入院 133 96 104 

MR 
(２台) 

外来 6,467 6,973 7,412 

入院 1,998 1,440 1,663 

CT 
(２台) 

外来 17,004 19,236 21,798 

入院 5,279 4,856 5,514 

 

（（（（２２２２））））    長長長長時時時時間勤間勤間勤間勤務務務務のののの改善等改善等改善等改善等働働働働きやすいきやすいきやすいきやすい環境環境環境環境のののの整備整備整備整備 

  ①①①① 柔軟柔軟柔軟柔軟なななな職員職員職員職員採採採採用用用用、、、、再雇再雇再雇再雇用制度用制度用制度用制度のののの構築構築構築構築 

・年度当初看護師の定数５６２人に対して現員数は５０３人であり、長時間勤務やロー

テーション維持並びに年休の消化などに支障があり、この状態の改善に取り組んだ。 

・採用試験を４回実施するとともに、看護学校や各種ガイダンス等への参加、新聞の掲

載等雇用確保のため積極的に働きかけを行った。 

・平成 22年度は麻酔医を再雇用した。 

定年退職者(医師)の採用実績 １名 

 

②②②② 職員職員職員職員のののの柔軟柔軟柔軟柔軟なななな勤勤勤勤務時務時務時務時間間間間体制体制体制体制のののの検討検討検討検討 

・「女性職員が継続して働き続けることができる病院づくり委員会」を設置し、他の機関 

の調査した結果の分析、先進的システムを導入している病院の実態等調査を実施し 23年
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度からの具体的取り組みの基礎資料とすることとした。 

・委員会設置と開催実績等 

時期 内容 

22/4 委員会設置 

23/1 第 1 回委員会開催(主な議題:要綱の制定、大学病院の状況、女性医師就

業支援事業、アンケート調査の実施方法) 

23/3 第 2回委員会開催(主な議題:アンケート調査分析) 

 

③③③③ ７７７７：：：：１１１１看護体制看護体制看護体制看護体制（（（（看護職員看護職員看護職員看護職員のののの二交代二交代二交代二交代制制制制））））のののの維持維持維持維持 

・看護師人数（５０３→５２１人）の増員などで、７：１看護体制を６．１％上回る 

体制を維持できた。     

 

④④④④ 医療医療医療医療クラクラクラクラーーーークククク等等等等のののの配置配置配置配置拡拡拡拡充充充充 

・医師事務作業補助（医療クラーク）、病棟・外来看護事務補助（病棟等看護クラーク）

等を配置拡充した。 

・医師補助・看護補助体制の拡充状況 

［医療クラーク：20人、病棟等看護クラーク：16人 平成 22年度末］ 

 

⑤⑤⑤⑤ 代休代休代休代休取取取取得得得得、、、、週休日振替週休日振替週休日振替週休日振替のののの徹底徹底徹底徹底 

・看護師、技師等については、各種機会を通して代休取得、週休日の振替を徹底した。 

・衛生・労働安全委員会で、長時間残業職員数を報告し、縮減するよう啓発に努めた。 

・長時間勤務の医師については、各担当副院長が時間外勤務時間の縮減、及び代休等へ

の振り替えを指導し、併せて過重労働健康相談を実施した。 

・医局会や看護師長会等において、代休取得、週休日の振替指導を徹底した。 

    ・代休等取得状況  

区 分 内  訳 

代休取得 H22実績 1日代休 15、半日代休 3 

週休日の振り替え H22実績 1日振休 223、半日振休 234 

 

⑥⑥⑥⑥ 院内保育院内保育院内保育院内保育所所所所のののの２４２４２４２４時時時時間間間間保育保育保育保育のののの実施実施実施実施 

・平成 13年から岐阜県総合医療センター保育施設運営協議会を設置し、医療センターに

勤務する職員(非常勤職員含む)の保育事業を実施している。 

・通常保育時間 ７：４５～１９：００ 

 （延長保育時間 ７：００～２２：３０） 

・院内保育所の活用状況 

最少預かり児童数 26人 
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   最大預かり児童数 36人 月平均 30.5人 

・２４時間保育の実施に向け、床暖房工事、外部改修等の改修工事を行った。（２２年 

３月末） 

 

⑦⑦⑦⑦ 職員職員職員職員のののの悩悩悩悩みみみみ等等等等相談相談相談相談体制体制体制体制のののの整備整備整備整備 

        ・ハラスメント防止に関する規程を整備し、院内相談窓口を設置した。 

 

⑧⑧⑧⑧ 患者患者患者患者相談相談相談相談体制体制体制体制のののの整備整備整備整備 

    ・患者相談室を設置し体制整備した。 

・相談内容：がん相談（一般、セカンドオピニオン、退院調整）、がん以外（なんでも相

談、意見・苦情、セカンドオピニオン外来、退院調整）などを実施した。    

    

                     平成２２年度実績件数 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨⑨⑨⑨ 院内院内院内院内暴暴暴暴力力力力にににに対対対対するするするする警警警警備備備備強強強強化化化化 

・平成２２年９月に、被害が発生したあとの報告体制整備及び被害者ケアの必要性の有

無の報告徹底等院内暴力対応マニュアルを改正した。 

・各科・部に対しマニュアルを周知するとともに、院内暴力に対する警備強化に務めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

がん相談              ６０７ 

 

 

がん相談支援          ３５２ 

ｾｶﾝﾄﾞｵﾋﾟﾆｵﾝ            ７０ 

退院調整室           １８５ 

がん以外の相談        １，２２５ 

 

 

なんでも相談          ２７３ 

意見・苦情            ４８ 

ｾｶﾝﾄﾞｵﾋﾟﾆｵﾝ             ５ 

退院調整室           ８９９ 
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（（（（３３３３））））優優優優れれれれたたたた医師医師医師医師をををを始始始始めとしためとしためとしためとした職員職員職員職員のののの養養養養成成成成 

・平成２２年度医師の研修派遣者数実績１名 愛知県（名古屋第二赤十字病院） 

・専門医や研修指導医等の取得に向けた研修、学会・セミナー等の派遣実績 

・ヨーロッパ心臓病学会２０１０ 

・ニース循環器学会 

・呼吸器・内視鏡世界会議 

・北米放射線学会 

・欧州核医学会  

 

（（（（４４４４））））    認認認認定看護師定看護師定看護師定看護師やややや専門看護師等専門看護師等専門看護師等専門看護師等のののの資資資資格格格格取取取取得得得得のののの促促促促進進進進 

    ・認定看護師数 

がん化学療法看護認定看護師 1名  

がん性疼痛看護認定看護師 1名 

感染管理認定看護師 1名 

救急看護認定看護師 1名 

小児救急看護認定看護師 1名 

摂食・嚥下障害看護認定看護師 1名 

皮膚・排泄ケア認定看護師 3名 （平成２２年度認定登録：２名） 

・研修実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 内  容 

認定看護師 ［長期］ 

・感染管理       １名 

 派遣先：愛知医科大学 

・新生児集中ケア    １名 

 派遣先：広島大学 

※平成 23年 7月認定予定 

［短期］ 

・認定看護管理制度   ５名 

・看護教員養成講習会等 ２名 

・医療安全研修会    ２名 

学会等参加 

 

 

・日本癌治療学会学術集会 

・日本がん看護学会 

・日本看護学会 

・全国看護セミナー 他のべ５２名 
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（（（（５５５５））））    コメディカルコメディカルコメディカルコメディカルにににに対対対対するするするする専門研修専門研修専門研修専門研修のののの実施実施実施実施 

    ・診療放射線技師、臨床検査技師、薬剤師等の医療技術者について、専門性の向上に向

けた研修・講習会への参加を支援し、高度医療に対する知識・技術を有する職員を養成

した。 

特に、各部門では診療科の体制等に連携し、長期計画を策定したうえで人材の育成に

努めた。 
 

部 門 主な参加講習会等 

【中央放射線部】 ・メタストロン講習会 

・マンモ研修会 

・放射線技術学術学会 

・日本高精度放射線外部・日本定位放射線治療学会 

・日本腫瘍学会 

・放射線治療研修 

【臨床検査科】 

 

・講習会、研修会開催 ２６回 （内院内２０回） 

・学会・講習会・研修会への参加 のべ８４回 

・資格取得  超音波検査士     １名 

【薬剤師】 

 

・「栄養サポートチーム専門療法士」認定試験受験 合格 

・日本緩和医療学会学術大会 

・日本褥瘡学会学術集会 

・日本癌学会学術シンポジウム 

・日本薬剤師会学術大会 

・日本糖尿病療養指導士認定機構主催認定更新者用講習会 

・がん専門薬剤師研修 

【リハビリテーショ

ン科】 

 

・岐阜県嚥下障害研究会 

初級課程講習会  

・３学会合同呼吸療法認定士認定講習会 

・心臓リハビリテーション指導士スキルアップセミナー 

・がんのリハビリテーションセミナーリンパ浮腫研修 

【管理栄養士】 ・日本糖尿病療養指導士（２名） 

 ①登録更新のため講習会参加 

 ②資格取得研修 

・栄養サポートチーム専門療法士（１名取得） 

・その他 

 ①岐阜県栄養士協議会研修 

 ②日本静脈経腸栄養学会 

 ③日本病態栄養学会 

 



18 
 

（（（（６６６６））））    ＥＢＭＥＢＭＥＢＭＥＢＭのののの推進推進推進推進 

    ・クリニカルパスの見直し・改定を実施した。 

・平成２３年２月に８４名（内院外３４名）の参加により、リハビリテーション（心臓、

呼吸器疾患）、５大がんパス等についてクリニカルパス大会を実施した。 

・診療科別クリニカルパス数 

 

 

 

 

 

 

 

・パスの適用状況 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（７７７７））））    医療医療医療医療安安安安全対全対全対全対策策策策のののの充実充実充実充実 

    ・予防意識醸成のため、職員を対象とした医療安全研修会を 14回実施した。 

診療科 クリニカルパス数 

外科 ５７ 

小児科 ４２ 

産婦人科 ２５ 

整形外科 ２４ 

眼科 ２３ 

その他 １３３ 

診療科 入院患者数 適応件数 適応率 

眼科 596 589 98.8% 

小児科 1373 1340 97.6% 

歯科口腔外科 195 172 88.2% 

小児心臓外科 108 92 85.2% 

小児循環器内科 294 242 82.3% 

産婦人科 1331 1083 81.4% 

泌尿器科 928 733 79.0% 

皮膚科 223 163 73.1% 

整形外科 808 588 72.8% 

小児外科 70 50 71.4% 

循環器内科 2360 1652 70.0% 

外科 1141 787 69.0% 

耳鼻咽喉科 335 220 65.7% 

乳腺外科 173 110 63.6% 

糖尿病・内分泌内科 228 110 48.2% 

消化器内科 1249 329 26.3% 

腎臓内科 295 42 14.2% 

その他 2192 35 1.6% 

総計 13899 8337 60.0% 
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・月次でインシデント・アクシデントの統計を取り、看護師長会や管理会議へ報告し、

注意喚起した。 

・インシデント、アクシデントの発生状況 

レベル 0 327 件 

レベル 1 1003 件 

レベル 2 713 件 

レベル 3 152 件 

レベル 4 １件 

 

（（（（８８８８））））    院内院内院内院内感染感染感染感染発生発生発生発生原因原因原因原因究究究究明明明明・・・・防止防止防止防止対対対対策策策策体制整備体制整備体制整備体制整備 

    ・マニュアルに沿った感染防止対策を推進するため、毎月１回感染管理専門医師及び看

護師等による各部署の巡視を行い、指導・教育を行った。 

・感染防止委員会を毎月第３木曜日に開催し、感染症情報、抗菌薬使用状況について報

告を行うとともにインフルエンザ対策など適時な議題について協議検討を行った。 

・感染防止研修会の開催 

  全職員を対象とした研修を年４回（延１０日）開催したほか、看護師を対象とした学

習会などを実施。延べ２，７０２名が参加した。 

 

１－１－２ 患者・住民サービスの向上 

（１） 待ち時間及び検査・手術待ちの改善等 

 ① 業務のスピード化、診療時間の弾力化等 

 ○外来待ち時間対策 

・検査・診察・治療を患者に合わせてオーダーすることによって院内滞在時間の縮減を

図った。 

１ 検査が必要な患者に対しては検査を先に実施。 

２ 看護師による指導を必要とする患者に対しての指導・説明を待ち時間に実施。 

３ 入院決定患者に対する入院説明は、入院説明室を設置したことで一元化し、外来診

療科での滞在時間の縮小を図った。 

・待ち時間の有効活用。 

１ 待ち時間に待合室を離れる患者に対して、希望により携帯電話による呼び出しを 

行うことで、待ち時間を有効に利用していただけるよう便宜を図っている。 

2  診療科に即したパンフレットや図書を配置。 

3  病診連携による紹介患者については、診察予約時間３０分以内の診察を徹底した。 

○手術室の状況 

・時間内稼働率（H21：51.6％→H22：55.2％） 

・総手術件数（H21：5,050件→H22：5,407件） 
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②②②② 検検検検査査査査のののの効率的効率的効率的効率的なななな実施実施実施実施、、、、検検検検査機器査機器査機器査機器稼働稼働稼働稼働率向上率向上率向上率向上 

    ○臨床検査部門  

・技師の増員配置 

   H21：4名 → H22：5.5名 

・検査予約枠の変更 

  H21.6～予約枠の運用基準見直しを行い、患者毎の優先度に応じてより柔軟な予約を行

うこととした。 

・稼働率向上による超音波検査件数の増 

  H21：10,376件 → H22：11,091件（6.9％増） 

・超音波検査待ち時間の短縮 

 総 数 60～90分 90分超 

H21.4  1,280 13.1% 6.6% 

H22.4  1,208 23.2% 3.3% 

・採血室：採血開始時間を業務開始前に繰り上げることによる待ち時間の解消。 

 

○中央放射線部門 

更衣室の増設   

ＭＲ検査受診者用の更衣室を３室から４室に増設したことに伴い、２機の検査機器の

効率的運用ができた。 

・検査技師の柔軟な配置 

   検査件数や予約件数により、人員配置を随時見直すことにより、検査の効率化を図っ

た。 

・稼働率（検査件数／年） 

 CT外来 CT入院 MR外来 MR入院 

Ｈ２１ 19,236 4,856 6,973 1,440 

Ｈ２２ 21,798 5,514 7,412 1,663 

・検査待ち日数 

（ＣＴ）H21：14日 → H22：10日 

（ＭＲ）H21：21日 → H22：17日 

 

③③③③ 手手手手術術術術のののの実施体制実施体制実施体制実施体制のののの再再再再整備整備整備整備 

     ・手術の内容に応じた手術枠の弾力的運用及び麻酔科医の増員により、手術室稼働率の 

向上を図り手術待ち時間を短縮できた。 

時間内稼働率（H21：51.6％→H22：55.2％） 

総手術件数（H21：5,050件→H22：5,407件） 
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（（（（２２２２）））） 院内環境院内環境院内環境院内環境のののの快適快適快適快適性向上性向上性向上性向上 

    ①①①① プライバプライバプライバプライバシーにシーにシーにシーに配配配配慮慮慮慮したしたしたした院内環境院内環境院内環境院内環境のののの整備整備整備整備 

    ・平成 22年度から時間外（特に救急外来）の患者需要に対応するため、マスクの自動 

販売機を設置した。 

・旧病棟等の解体及び外構工事を行い、駐車台数の増による混雑の解消を図った。 

（約２５０台の増）（完成は平成２３年４月末） 

・院内売店を情報交流棟２階に移動（２２年２月）面積を拡大し、患者ニーズを 

反映させ、飲食物等の種類・量・取扱品目を充実させ、入院患者の利便性を向上させた。 

[例:口腔ケア用品の取り扱いを開始] 
 

②②②② 栄養管理栄養管理栄養管理栄養管理のののの充実充実充実充実、、、、病院病院病院病院給食給食給食給食のののの改善改善改善改善 

    ・平成２２年度嗜好調査を実施した。その結果を日々の給食管理に反映した。 

   調査内容：食欲、主・副食の状況（喫食状況、残渣の理由、炊き方・味付け、味、 

種類等）、満足度、自由意見等 

   実施日：平成２３年１月１９日 

   対象者：一般食患者１１５人（回答５５人） 特別食患者 ９３人（回答６３人） 

・特別な対策の実例 

陣痛により食事がとりにくい妊産婦のため、ロールパン、飲むヨーグルト、果物・ 

デザートに加え、おにぎり、アイスクリーム等の陣痛食を提供できるよう改善した。 

 

（（（（３３３３）））） 医療情報医療情報医療情報医療情報にににに関関関関するするするする相談相談相談相談体制体制体制体制のののの整備整備整備整備 

    ・患者からの各種相談を一体的に受け付け、その場における解決や、相談の内容により 

専門の部署に対応をスムーズに依頼する総合相談センターを設置した。 

○総合相談センター 

・医師１名を常勤することにより平成２３年１月から運用を開始した。 

・患者本人又は家族からの請求により、44件の個人情報を開示した。 

 

（（（（４４４４））））    患者患者患者患者のののの視視視視点点点点にににに立立立立っっっったよりたよりたよりたより良良良良いいいい医療医療医療医療のののの提供提供提供提供 

    ・本館 1階ロビーに、患者の権利、個人情報保護に関する方針を掲示し、同内容を病院 

ホームページにも掲載した。 

・医療安全研修会の一環として、医療メディエーター研修を、外部先進病院から医師を 

招へいし実施した。 

タイトル：「日常診療から医療紛争まで」 

  開催時期：平成２３年３月 
 

（（（（５５５５））））    イイイインンンンフォフォフォフォームームームームドドドド・・・・ココココンセンンセンンセンンセントトトトのののの徹底徹底徹底徹底、、、、セセセセカカカカンンンンドオピニオドオピニオドオピニオドオピニオンのンのンのンの推進推進推進推進 

    ・・・・インフォームド・コンセントの重要性が高まるよう医療メディエーター研修を実施 

した。 

・セカンドオピニオン実施件数 

外来受入れ 

H21：１８件 →H22：２１件 
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  他院紹介 

  H21：５２件 →H22：６４件 

 

（（（（６６６６））））    満足満足満足満足度調査度調査度調査度調査のののの病院運営病院運営病院運営病院運営へのへのへのへの反映反映反映反映 

・岐阜県総合医療センター運営協議会を開催し、地域住民の代表者等と意見交流を図り、

病院運営に反映した。 

  委員：地元自治会、青年団、老人クラブ、教育関係者、医師会、社会福祉協議会、 

経営者、保健所、消防署の代表者で構成 

  開催：平成２２年９月、２３年３月 

  主な議題： 

  ・岐阜県総合医療センターの概要、運営状況（収支）、整備（工事関連）等について 

・独立行政法人化について（法人概要、年度計画） 

  ・法人の新聞報道で取り上げられた記事等について 

  ・随時近隣住民からの意見・苦情については適正かつ速やかに対応した。 

 

（（（（７７７７））））    患者支援患者支援患者支援患者支援システムシステムシステムシステム（（（（メメメメタタタタボリックボリックボリックボリックシンシンシンシンドロドロドロドロームームームーム予予予予防防防防センターセンターセンターセンター））））のののの創創創創設設設設 

    ・メタボリックシンドローム予防センターを中心とした「患者教育」に重点をおいた生

活習慣病の予防（患者支援システム）の構築を目指した。 

①メタボリック予防センター診療実績 

  ・メタボ外来    H22年度：３７０人 

  ・メタボ看護外来   H22年度：１７８人 

②その他生活指導教室 

  ○生活指導教室 

 ・糖尿病教室 H21：72人 → H22：44件 

③専門外来 

  ・女性外来 H21 初診：94人 再診：1,136人 

        H22 初診：118人 再診：1,001人 

        ※22.11～初診枠を拡大し、予約待ちの期間短縮を図った。 

   ・禁煙外来 H21 初診：１６人（うち禁煙成功者９人） 

         H22 初診：２９人（うち禁煙成功者１０人） 

     ※22.10～タバコの値上げに伴う禁煙ブームのため、全国的に禁煙治療 

薬が不足し、診療が出来ない状況にあった。 

④看護外来 

   ・フットケア H21：17人 → H22：161人 

  ・在宅指導（インスリン） H21：350人 → 324人 
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１－１－３ 診療体制の充実 

（１） 医療需要の変化に即した診療体制の整備・充実 

組織改編等 

○新設 

・総合診療科、小児腎臓内科、不整脈科、前立腺センター部、睡眠時無呼吸センター部、

脊椎脊髄外科センター部 

○変更 

・総合内科→内科 

・母と子供医療センター→小児総合センター、新生児医療センター、総合周産期母子医

療センター 

○病診連携室の強化 

・専任師長１名、看護師２名、医療助手１名、非常勤事務職２名（内１名は兼務） 

・連携稼働 

 岐阜地域医療連携研究会（Ｈ２２，６） 

 岐阜県総合医療センターオープン病床クリニカルミーティング（Ｈ２３．２） 

・地域医療連携センター部を設置。病診連携部、退院調整室、連携パス部で構成。 

・登録医は（Ｈ２３．２）において、２９９施設、３９３名となっている。 

・開放型病床は、１００床あり、利用率も７５．１％と年々向上した。 

 
 
 
 
 
  

（（（（２２２２））））    多様多様多様多様なななな専門職専門職専門職専門職のののの積積積積極極極極的的的的なななな活用活用活用活用 

    ・医師については年俸制による雇用制度を構築し、高度な専門性を有する読影医（放射

線診断科）及び精神科医（精神科）を登用した。 

・非常勤職員の再雇用制度を構築し、定年を迎えた職員のうち、質の高い医療の提供に

寄与すると認められる医師（麻酔科医）を再雇用した。 

 

１－１－４ 近隣の医療機関等との役割分担及び連携 

（（（（１１１１））））    近隣近隣近隣近隣のののの医療機関医療機関医療機関医療機関とのとのとのとの役割分担役割分担役割分担役割分担のののの明明明明確化確化確化確化とととと連携連携連携連携強強強強化化化化によるによるによるによる紹介紹介紹介紹介率率率率・・・・逆紹介逆紹介逆紹介逆紹介率率率率のののの向上向上向上向上 

    ・近隣の医療機関との役割分担の明確化と連携強化による紹介率・逆紹介率は年度計画

を達成し、地域医療支援病院として、地域医療の中核機能を果たした。 

・紹介率･逆紹介率の推移 

 

 

 

 

 

・地域医療推進協議会の開催 

  当院の地域医療の現状と医療連携に係る問題点等について意見交換を実施した。 

区分・年度 ２０ ２１ ２２ 

共同指導回数（月平均） 23.1 15.8 12.7 

開放型利用率 71.4 72.6 75.1 

年 度 紹介率 逆紹介率 

H22 61.5％ 73.4％ 

  H21 59.5％ 72.8％ 

H20 56.1％ 72.1％ 
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    第 1回：平成 22年 8月 9日  第 2回：平成 23年 1月 17日 

 

（（（（２２２２））））    地域連携地域連携地域連携地域連携クリニカルパクリニカルパクリニカルパクリニカルパスのスのスのスの整備整備整備整備普普普普及及及及 

    ・連携パス部では、院内への周知、定期的なモニタリングを行い、院内外の相談窓口と

なり連絡調整を行った。 

・地域の医師会、大学病院を中心として、平成 22年度は下記の通り会合を持ち、各パス

のワーキングへの出席時に問題提起し、改善へとつなげた。 

・地域連携パスの検討状況（平成２２年度大会開催数） 
    
 
 
 
 
 
 
 
 

・岐阜地域連携クリニカルパスは現在 20 種類ある、当病院での平成 22 年度運用実績は

以下のとおりである。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

（（（（３３３３））））    退退退退院後院後院後院後のののの療療療療養養養養にににに関関関関するするするする各種各種各種各種情報情報情報情報のののの提供提供提供提供 

・「患者様の生活を支援するために、地域の関連機関と協力し看護ができるように努めま

す」を目標に実践した。 

○病診・病病連携の現状及び病診連携システムの取り組み状況 

・開放型病床の利用促進（利用率） 

 H20：71.4％ → H21：72.6％ → H22：75.3％ 

・オープン病床クリニカルミーティングの開催 

 開催日：23年 2月 24日（木） 

 参加者：８４名（うち院外：３４名） 

・退院調整件数と平均在院日数 

件数：H20(863件)→H21(946件)→H22(1142件) 

日数：H21(13.0日)→H21(12.8日)→H22（13.2日） 

・平成２２年４月から介護支援連携を実施し、近隣の居宅介護事業者及び地域包括支援

センターと連携を図った。 

 介護支援連携指導件数：  ４７件（Ｈ２１） 
 

区分 回数 

肺がん（ＧＰ－０１３） ２ 

胃がん（ＧＰ－０１４，１５） １ 

肝臓がん（ＧＰ－０１６） ２ 

大腸がん（ＧＰ－０１） ２ 

乳がん（ＧＰ－０１８） ２ 

５大がん・その他 ３ 

連携パス名 件数 

急性心筋梗塞 10 

大腿骨頚部骨折 160 

脳卒中 72 

胃癌ステージ 1  5 

胃癌ステージ 2・3 2 

肝がん 2 

大腸がん 11 
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○ボランティアの活用状況 

  平成１３年度から院内においてボランティアに活動をしていだだいている。 

                     登録：人 

項  目 Ｈ２１末 Ｈ２２末 

総合受付案内 １３ １３ 

小児科病棟 ２ ３ 

生け花 ３ ４ 

楽器演奏 ４ ８ 

マジック ０ １ 

 

１－１－５ 重点的に取組む医療 

（（（（１１１１））））    救命救急救命救急救命救急救命救急センターセンターセンターセンター（（（（救命救急医療救命救急医療救命救急医療救命救急医療）））） 

・岐阜地区の中核病院の救命救急センターとして精神科疾患を除く全ての救急疾患を対

象に、24 時間体制で対応している。また、平成２２年６月からは、地域の医療機関との

連携による体制をとっている。とくに二次、三次の重症症例及び、複数診療科に係る重

症症例を受け入れ救急医療の完結を目指している。臨床検査、放射線検査を常時可能と

し、救急関係診療科は 24時間呼び出し体制を採り、緊急手術も常時行い得る体制を採っ

ている。各種の高度診断用機器、治療用機器を導入し、高度な医療が提供できるように

努めている。日本救急医学会認定医指定施設、基幹災害医療センター、臓器提供指定施

設に指定されている。 

・外来担当医は内科系、外科系、小児科系各々１名で 24時間体制で対応している。また、

夜間（17:15～翌 8:30）・休日は地域の医療機関と連携し、外科及び内科の医師の派遣を

受けるとともに研修医３名が診療に参加している。入院診療は各診療科部長の責任下の

主治医制である。 

   麻酔科医、産婦人科医、内科系および外科系の専門診療科医：オンコール体制により 

常時専門的診療および手術に対応できる体制を採っている。手術室看護師も当直看護師

２名に加えオンコール体制をとっている。 

・病床利用状況 

年 度 Ｈ２１ Ｈ２２ 

延患者数 ８，１４５ ８、４８３ 

病床利用率 ７４．４％ ７７．５％ 

 
・救急車受入台数 

区 分 Ｈ２１ Ｈ２２ 

救急車受入件数 ４，３２８ ４，８８８ 

同 一日平均台数 １１．９ １３．４ 

 
・外来患者（診療科別：上位のみ） 
 

診療科・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ 

小児科 ８，７７４ ８，７６３ 
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消化器内科 ３，０６０ ３，１６９ 

整形外科 ２，３６５ ２，５３７ 

外科 ２，１１７ ２，２８３ 

総合内科 ４，２９２ ２，０６５ 

神経内科 ８２６ １，５４９ 

脳外科 １，３２６ １，３７４ 

その他 ５，９０８ ７，２３５ 

計 ２８，６６８ ２８，９７５ 
 

・マニュアル改訂月日 

  平成２２年４月に、独立行政法人化に伴う諸般の変更及び連絡体制等を見直し改訂を

行った。 

 

（（（（２２２２））））    心臓血管心臓血管心臓血管心臓血管センターセンターセンターセンター（（（（心臓血管疾心臓血管疾心臓血管疾心臓血管疾患医療患医療患医療患医療）））） 

・心臓血管センターは内科系の循環器内科と外科系の心臓血管外科が共同で心臓血管系

の疾患を治療する部門で県内でも始めての施設である。 

・年間の手術件数（平成 1９年から平成２１年の平均）は、１８５例で、心臓外科領域で

は、冠動脈バイパス術などの虚血性心疾患が３９例と多く、人工弁置換術、弁形成術な

どの弁膜症が２８例、その他の心臓手術２１例である。血管外科領域では、大動脈瘤手

術などの大血管が４２例、閉塞性動脈硬化症などの末梢血管が３４例、下肢静脈瘤が２

０例などである。 

・手術・検査数（年度） 

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ 

心カテ ２，２１７ ２，３１７ 

ＰＩ     ４３８   ４８３ 

・循環器系（年度） 

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ 

Ａｂｌａｔ ９８ ８２（ＡＦ２０） 

ＰＭＩ ６０ ９２ 

ＩＣＤ １７ ２４ 

ＣＲＴ ６ ９ 

・心臓呼吸器外科系 

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ 

ＥＶＡＲ  １５ 

ＴＥＶＡＲ  １ 

・人工心臓適応Ｐｔ発生数１例 
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（（（（３３３３））））    母母母母ととととこどもこどもこどもこども医療医療医療医療センターセンターセンターセンター（（（（周周周周産期医療産期医療産期医療産期医療ととととこどもこどもこどもこども医療医療医療医療）））） 

・４階のフロアー全体と３階及び５階のフロアーの一部で構成され、新生児センター機

能とハイリスクの妊産婦等の医療機能などを統合し、産科と小児科の枠を超えた高度医

療を提供している。合併症妊娠や異常妊娠、多胎妊娠、産褥異常、胎児異常等の患者の

診療を行っている。 

・当院は、新生児センターと隣接しており、また中央手術部にも１Ｗａｙで搬送できる

ので、いかなる周産期異常に対しても最良の体制で対処している。 

・総合周産期母子医療センターには、当院に受診されている妊婦だけではなく、県内や

県外からの医療機関から、救急車による緊急母胎搬送などで紹介されてくるハイリスク

妊婦を２４時間態勢で、可能な限り受け入れ、産科と新生児科が連携をとりながら総合

的なチーム医療を行っている。 

・当医院で分娩される妊婦の８０．１％は他病院からの紹介である。産科合併妊婦の６

１％が早産である。これらのほとんどが、母体救急搬送されてきた妊婦である。 

・母体搬送の受け入れ要請に対し、受入ができない事例があり、ネットワークシステム

を活用し他の３次医療施設への受け入れをしていただいた。 

・総合医療センター全体では、平成２２年４月現在４１名の助産師が在籍し、助産師育

成には毎年力を入れており、周産期の病棟では、ほとんど全ての看護師が助産師資格を

有している。 
 
・当医院でのネットワーク調整件数 

調整理由・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ 

産科病床満室 ０ １ 

産科医師手術・処置 ３ １ 

ＮＩＣＵ満床 ９ ５ 

平成２２年度は、長良医療センター６件、岐阜大学病院１件 

・母体搬送の受け入れ件数 

区分・年度 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 

母体搬送 １５４ １１１ １２２ 

救急搬送 １３ １５ １６ 

・産科合併妊婦 

項目・年度 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 

早産 １４１ １４６ １２９ 

ＰＨ ３６ ２８ ３５ 

常位胎盤・早期剥離 ５ １１ ７ 

胎盤位置異常 ２７ ３０ １７ 

羊水の異常 ０ １ ０ 

血液型不適合 ４ １ １ 

胎児異常 １２ ７ ８ 

ＩＵＧＲ ６ ６ １６ 

・産科偶発合併妊婦 

項目・年度 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 

婦人科系疾患 ２０ １６ ２２ 

心・血管疾患 ３ ２ ６ 
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血液疾患 １ ６ ０ 

腎疾患 ４ ６ ２ 

糖尿病・妊娠性糖尿病 ８ ４ ６ 

甲状腺疾患 ２ ２ １１ 

自己免疫・膠原病 ２ ２ ０ 

呼吸器疾患 ０ ０ ３ 

消化器疾患 ０ ３ ２ 

精神・神経系 ４ ０ ５ 

運動機能系 ３ ０ ０ 

        ・ハイリスク妊婦・分娩等（対象者） 

区分・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ 

総合周産期加算 ２０１ ２６２ 

ハイリスク妊娠 ６４ ４７ 

ハイリスク分娩 ４０ １７ 

救急加算 １２０ １２２ 

 
・新生児センター運営状況 

    総入院数は昨年よりも増加している。低出生体重児の救命できる週数が年々低下し、 

現在は在胎週数２２週台の救命も可能となっている。周産期センターの整備に伴い、

在胎２７週以前の母体搬送が増加し、１，５００ｇ以下の極低出生体重児の入院が増

加している。 

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ 

院内出生 １７４ １９７ 

院外出生 １２８ １３５ 

母体搬送 ８０ ８１ 

超低出生体重児 ２７ １２ 

極低出生体重児 ２７ ３３ 

・新生児手術状況 

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ 

小児心臓外科 ４ ６ 

小児脳神経外科 １６ ５ 

小児外科 ６ １３ 

耳鼻科（気管切開） １ １ 

・助産師外来・保健指導実績（平成２１年４月より開始） 

 保健指導 助産師外来 母乳相談 

Ｈ２１ ２２９ ５ ２９ 

Ｈ２２ ８６７ ０ １２９ 

 

（（（（４４４４））））    ががががんんんん医療医療医療医療センターセンターセンターセンター（（（（ががががんんんん医療医療医療医療）））） 

    ・がん医療センターは院内におけるがん医療に関する部門をまとめたものであり、（「緩

和ケアチーム、がん相談支援センター、セカンドオピニオン外来、緩和ケア外来、化学

療法室、キャンサーボード、がん登録室、地域連携がん部門・各診療部」により構成し）

がん診療連携拠点病院に関する事業を実施し機能の充実を図った。 

 
・院内研修会の実施 

開催月 対象 内  容 参  加  者 
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・また、奇数月の第２水曜日はがんカンファレンスを院内・外の医師とともに行ってお

り、がん事例の検討が行われている。［年間参加者数４２３人うち院外１６６人（約４

０％）］ 

[がん関連認定看護師] がん性疼痛看護１名、がん化学療法看護１名、ＷＯＣ３名、 

摂食嚥下障害看護１名 

・緩和ケアチームの体制 

 医師（６名）、歯科医師（１名）、看護師（５名）、薬剤師（１名）、  

臨床心理（２名）、栄養士（１名）、リハビリ（１名） 

平成２２年度緩和チーム依頼者数は１９７人であった。 

 

・治療の実績 

年度・区分 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 

外科的治療 1,003 1,173 1,269 

がん化学療法 2,655 3,079 3,308 

薬物療法治療 

(上入院／下外来) 

921 919 166 
207 

放射線治療 384 419 421 

・がん患者数 

年度・区分 Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ 

入院 1,795 2,426 2,409 

外来 38,331 49,997 54,574 

院内死亡がん患者 104 141 147 

 
・がん相談支援センターは、「相談室」「セカンドオピニオン」「退院調整室」の３つの部

署のがん相談をまとめている。 

・がん相談支援センターの活動実績 

20年度 707 

21年度 951 

22年度 1,130 

・相談内容は、 在宅医療、介護・看護、ホスピス・緩和ケア、転院、セカンドオピニオ

ン、治療の順で多い。 

・また、２３年１月からは、がん患者サロンを、「ほっとサロン」と命名し、毎月１回開

催した。 

(上院内／下院外) 

７月 医師 医師の緩和ケア研修会 １６ 

１６ 

７～ 

１２月 

看護師 緩和ケアコース全６回 １５ 

２ 

１１月 

 

全職員 緩和ケア（呼吸困難） ９１ 

２０ 

２月 

 

看護師 痛みアセスメントと 

麻薬の取り扱い 

２８ 

３月 

 

全職員 事例検討会 ７０ 

１１ 
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（（（（５５５５））））    女女女女性医療性医療性医療性医療センターセンターセンターセンター 

    ・診療体制は、院内各診療科常勤女性医師 １１名（総合内科、外科、産婦人科、耳鼻

咽喉科、皮膚科など）がサポート（必要に応じ、院内女性心理療法士による心理カウン

セリングも可能）している。 

・当センターでは、当院の８階東病棟は「女性病棟」として、婦人科、乳腺外科、外科、

消化器内科の女性入院患者の治療に取り組んだ。 

女性特有の病気を持つ患者が安心して治療を受けられるようプライバシーの保護や安ら

ぎ作りに努めた。 

特にソフト面での気配りとして、カーテンの色、病棟の色彩、談話室の雑誌、病棟に流

れる音楽等に女性的なものを導入した。 

 
・実績 

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ 

産婦人科 ５９６ ６０５ 

外科  ３８５ ３７８ 

消化器科  ２１４  １９３ 

・婦人科疾患 

項目・年度 Ｈ２１ Ｈ２２ 

卵巣癌 １２９   ６８ 

卵巣腫瘍   ７０   ７２ 

子宮癌   ９５   ７５ 

子宮筋腫   ５９   ６６ 

子宮頚部   ６９   ９５ 

その他  １４０  １３９ 

・女性外来患者数 

平成 21年度 1,289人      平成 22年度  1,189人 

 

１１１１－－－－２２２２    調査研究事業調査研究事業調査研究事業調査研究事業 

１１１１－－－－２２２２－－－－１１１１    調査調査調査調査・・・・臨床研究等推進臨床研究等推進臨床研究等推進臨床研究等推進 

（（（（１１１１））））    治験受託治験受託治験受託治験受託件件件件数数数数のののの増加増加増加増加・・・・治験治験治験治験センターセンターセンターセンター認認認認定定定定 

    ・平成 22年度の治験の件数は 24件、うち新規は半数以上の 15件となり、目標を大きく

上回った。 

 ・治験件数 

２１年度 ２２年度 増加数 

１９ ２４ ５ 

 

○治験部門の体制 

  部長  1名 副部長  1名 

課長  1名 係員 1名 

事務員 1名 治験コーディネータ 7名 
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・主な調査研究事業 

 

 

 

 

 

 

（（（（２２２２））））    臨床研究部臨床研究部臨床研究部臨床研究部（（（（仮称仮称仮称仮称））））のののの創創創創設設設設 

・臨床研究部創設に向け検討を実施し、理事会の承認を受け 23年度から設置することと

した。 

 

１１１１－－－－２２２２－－－－２２２２    診療等診療等診療等診療等のののの情報情報情報情報のののの活用活用活用活用 

（（（（１１１１））））    医療総合情報医療総合情報医療総合情報医療総合情報システムのシステムのシステムのシステムの各種各種各種各種デデデデータのータのータのータの有有有有効活用効活用効活用効活用 

・新たに当センターに赴任した医師及び研修医 48名が電子カルテに登録した診療記録に

ついて、入院診療計画書との整合性、診断過程の記述内容などを診療情報管理部副部長

が監査し、そのレベル向上を図った。 

・診療情報から抽出したＤＰＣデータを分析ソフトを活用し、加えてコンサルタントを

活用したことにより、診療科別に症例検討を実施し、在院日数の短縮（取組対象症例に

ついて 14.8日→14.2日）、出来高に対するＤＰＣ収益の増収率の向上（同 3.48%→3.60%）

の効果がみられた。 

・診療材料について、当院使用の上位 100品目について価格比較を実施し、価格交渉を

行いコスト削減ができた。（材料比率 H21比較 30.1%→29.2%） 

 

（（（（２２２２））））    集集集集積積積積したしたしたしたエエエエビビビビデデデデンスのンスのンスのンスの活用活用活用活用 

    ・医学統計などへの活用 

電子カルテに登録されている「退院サマリー」の主病名を病歴管理システムにデータ

連携させ、当該システムにより集計し、医学統計書を作成した。また、「がん登録サマリ

ー」とがん登録システムを連携させ、県に提出する地域がん登録届出票を 1,509 件作成

するなど、電子カルテに集積されたデータの有効活用を行った。 

・各診療科・センター毎に診療内容及びカンファレンス並びに保健医療についてホー

ムページにて随時情報を提供した 

 

１１１１－－－－２２２２－－－－３３３３    保健医療情報保健医療情報保健医療情報保健医療情報のののの提供提供提供提供・・・・発信発信発信発信 

（（（（１１１１））））    公開講座公開講座公開講座公開講座、、、、医療医療医療医療相談相談相談相談会等会等会等会等のののの定期的定期的定期的定期的開催開催開催開催 

・県民健康セミナー開催実施 

テーマ：「糖尿病について～急増する糖尿病にそなえる」 

研究内容 担当科 

大腸癌術後の消化管機能異常に対する大建中湯

の臨床的効果 

外科 

慢性腎臓病患者を対象とした疫学研究 腎臓内科 
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日 時:平成２２年１１月１３日（土）１３：３０～１６：００ 

参加人数:１５０人 

 

（（（（２２２２））））    保健医療保健医療保健医療保健医療、、、、健健健健康管理康管理康管理康管理等等等等のののの情報提供情報提供情報提供情報提供 

    ・岐阜県総合医療センターホームページのコンテンツ「診療科・部局・委員会」におい

て、各センター、診療科別に症例数・治療内容・治療実績等を公表し県民への情報提供

をおこなった。 

病診連携部でＰＲ誌「すこやか」を発行した。 

・すこやか発行実績 平成２２年度２回 

 

１１１１－－－－３３３３    教育研修事業教育研修事業教育研修事業教育研修事業 

１１１１－－－－３３３３－－－－１１１１    医師医師医師医師のののの卒後臨床研修等卒後臨床研修等卒後臨床研修等卒後臨床研修等のののの充実充実充実充実 

（（（（１１１１））））    質質質質のののの高高高高いいいい医療医療医療医療従従従従事者事者事者事者のののの養養養養成成成成 

    ・各診療科・部において医療従事者の養成を行っている。 

・国内外での長期の留学・研究等が行えるよう規定を整備済みである。 

・平成２２年度医師派遣 

①放射線治療科、派遣先：米国（カルフォルニア大学サンディエゴ校） 

②循環器内科、派遣先：横浜労災病院（１回／週） 

 

（（（（２２２２））））    後期研修医後期研修医後期研修医後期研修医（（（（レジデレジデレジデレジデンンンントトトト））））にににに対対対対するするするする研修等研修等研修等研修等 

    ・後期研修医（レジデント）に対する研修等を実施した。 

○平成２２年度実績    

 後期研修医人数３６人 

   学会参加 のべ７５人日 
   
１１１１－－－－３３３３－－－－２２２２    看護学生看護学生看護学生看護学生、、、、救急救命士等救急救命士等救急救命士等救急救命士等にににに対対対対するするするする教育教育教育教育のののの実施実施実施実施 

（（（（１１１１））））    医学生医学生医学生医学生、、、、看護学生看護学生看護学生看護学生のののの実実実実習受習受習受習受入入入入れれれれ 

    ・研修生の受け入れ実績は下記のとおりであり、前年実績を大幅に上回った。 

平成２２年度実績 

医学生の病院見学 ４月～ 延べ７８名 

看護学生 ・岐阜県立衛生専門学校 

・岐阜県立看護大学 

・平成医療短期大学 

・岐阜大学医学部看護学科 

・岐阜保健短期大学 

・弥富看護専門学校 

  他 のべ１，５６８名 

 

（（（（２２２２））））    地域医療地域医療地域医療地域医療従従従従事者事者事者事者へのへのへのへの研修研修研修研修のののの実施及実施及実施及実施及びびびび充実充実充実充実 

     ・救急救命士の病院実習など地域医療従事者への研修の実施状況は下記のとおりで 

あり計画を達成できた。 
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平成２２年度実績（救急救命士養成に関する臨床実習受入） 

救急救命東京研修所 ２名 

東海医療工学専門学校 ２名 

自衛隊岐阜病院 ４名 

岐阜県消防学校 ３５名 

名古屋市救急救命士養成所 １名 

岐阜市、本巣市消防 １名 

各務原市消防 １名 

  その他自衛隊の教官実習として６名受入 

 
・薬学部学生の実習受入れ 

  薬剤師養成課程が 6年となり、認定実務実習の重要性が増した。平成 22年度は当セン

ターでは岐阜薬科大学、愛知学院大学、名城大学から 9 名の実習生を受け入れ人材の育

成にあたった。 

 

１１１１－－－－４４４４    地域支援事業地域支援事業地域支援事業地域支援事業 

１１１１－－－－４４４４－－－－１１１１    地域医療地域医療地域医療地域医療へのへのへのへの支援支援支援支援 

（（（（１１１１））））    地域医療地域医療地域医療地域医療水準水準水準水準のののの向上向上向上向上 

 ○地域医療水準の向上 

・開放型病床の利用促進（利用率） 

  H20：71.4％ → H21：72.6％ → H22：75.3％ 

・オープン病床クリニカルミーティングの開催 

  開催日：23年 2月 24日（木） 

  参加者：８４名（うち院外：３４名） 

・オープン病床クリニカルミーティングや病診・病病連携検討会の開催実績 
  岐阜地域医療連携研究会（Ｈ２２．６） 
  岐阜県総合医療センターオープン病床クリニカルミーティング（Ｈ２３．２） 

 
○高度先進医療機器の共同利用の推進 
・共同利用実績 

  【ＣＴ】 H21：４８５件 → H22：４８１件 

  【ＭＲＩ】H21：３１１件 → H22：３３７件 

  【ＰＥＴ】H21： ８７件 → H22： ７８件 

  【遠隔画像診断実施数】 

 郡上市民病院 

    Ｈ２１：１７４件  Ｈ２２：１７３件 
 
○共同診療の推進 

 21年度に引き続き、総合周産期母子医療センターの夜間・休日診療へ 11名の開業医師

が協力。小児や間急病センターには各務原市医師会所属医師 6 名が小児輪番日において

共同診療を実施。 

○開放型病床の利用及び共同診療の推進 

・オープン病床の活用実績及び輪番制診療の実績 

○輪番制実施状況 

・小児病院群輪番 
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   Ｈ２１：１７２日  Ｈ２２：１６３日 

・内科・外科系病院群輪番 

   Ｈ２１：６６日   Ｈ２２：６６日 

○開放型病床利用状況 

   病床利用率 Ｈ２１：７２．６％ 

 Ｈ２２：７５．１％ 

 

（（（（２２２２））））    医師医師医師医師不足不足不足不足、、、、へきへきへきへき地医療機関地医療機関地医療機関地医療機関へのへのへのへの人的支援人的支援人的支援人的支援 

    ・・・・平成２２年度は、岐阜県立下呂温泉病院（４月から１名：小児科、１月から１名：産

婦人科、随時：内科系・外科系）、高山赤十字病院（４月から１名：外科、６月から１名：

循環器内科））、下呂市立金山病院（（１人/月１回当直、外科）、公立学校共済組合東海中

央病院（４月から２名/週１回 小児科）、木沢記念病院（９月から１名/週１回：循環器

内科）において診療における人的支援を行った。 

 

（（（（３３３３））））    へきへきへきへき地医療対地医療対地医療対地医療対策策策策のののの支援支援支援支援 

・・・・県とへき地医療支援機構業務委託契約を締結し、依頼に応じて派遣する体制を整備 

・後期研修医へき地派遣（H22実績） 

高山赤十字病院：循環器科２名、外科１名 

下呂温泉病院：消化器内科２名、小児科３名、産婦人科２名 

・後期研修プログラムの中に一定期間の医師不足地域での勤務を含めることにより医師

不足の解消を図ることを目的として、平成２２年９月に、岐阜大学医学部、同附属病院、

及び研修医が多く集まる病院とともに「岐阜県医師育成・確保コンソーシアム」を設立

した。 
 

１１１１－－－－４４４４－－－－２２２２    社会的社会的社会的社会的なななな要請要請要請要請へのへのへのへの協力協力協力協力 

    ・医療に関する鑑定や調査、講師派遣など、随時求められる社会的な要請に対し協力を

行ってきた。 

・岐阜大学への講師（医師）派遣実績 ２４人 

・岐阜県衛生専門学校への講師（看護師）派遣実績１７人 

・各種学校への講師（看護師）派遣 ２６件 

 

１１１１－－－－５５５５    災害等発生時災害等発生時災害等発生時災害等発生時におけるにおけるにおけるにおける医療救護医療救護医療救護医療救護 

１１１１－－－－５５５５－－－－１１１１    医療救護活動医療救護活動医療救護活動医療救護活動のののの拠点機能拠点機能拠点機能拠点機能 

（（（（１１１１））））    医療救護活動拠点機能確保医療救護活動拠点機能確保医療救護活動拠点機能確保医療救護活動拠点機能確保、、、、訓練訓練訓練訓練実施実施実施実施 

    ・地震等の災害発生時に即応できる医療体制の確保のため、災害発生時に多数の負傷者

が来院したとの想定のもとに災害対策訓練を実施した。 

日  時：平成 22年 8月 28日(土) 

訓練内容：１ トリアージ訓練 

２ 応急処置訓練 

３ ヘリコプターによる患者受け入れ訓練 

４ 消防訓練 
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参加人員：２３０名 

  
 
 

（（（（２２２２））））    基基基基幹幹幹幹災害医療災害医療災害医療災害医療センターセンターセンターセンター機能機能機能機能強強強強化化化化 

    ・災害備蓄として各種備品を整備した。 

  主な備品： 

ストレッチャー、簡易ベッド、防毒マスク・スーツ、患者洗浄ブース、担架等 

・非常時において病室での収容人数を拡大するために、病室（通常４人→非常時６人）、

待合室、会議室等での収容に対応した施設整備(酸素吸入用弁など)。 

・災害備品を消防学校等への貸出を行い、平時にも訓練し、緊急時に経験不足等によっ

ての稼働率低下を防ぐ体制を整えた。 

 

１１１１－－－－５５５５－－－－２２２２    他県等他県等他県等他県等のののの医療救護医療救護医療救護医療救護へのへのへのへの協力協力協力協力 

（（（（１１１１））））    大大大大規規規規模模模模災害発生時災害発生時災害発生時災害発生時ののののＤＭＡＴＤＭＡＴＤＭＡＴＤＭＡＴのののの派遣派遣派遣派遣 

・東日本大震災の被災地にＤＭＡＴ及び医療救護班を派遣した。 

・ＤＭＡＴ派遣  1班 5名、岩手県花巻空港他  

平成 23年 3月 11日(金)～3月 14日(月) 

・ＤＭＡＴ登録職員１４名（医師２名、看護師６名、薬剤師３名） 

・医療救護班派遣 1班 5名、宮城県亘理町 

平成 23年 3月 18日(金)～3月 22日(月) 

・以降引き続き４チーム派遣した。（４月～５月）     

 

（（（（２２２２））））    訓練訓練訓練訓練・・・・研修研修研修研修へのへのへのへの派遣派遣派遣派遣 

    ・事務の欠員を補充するため、災害派遣医療チーム研修に１名参加した。 

・岐阜ＤＭＡＴ研修会に４名参加した。 

 

「「「「１１１１    住民住民住民住民にににに対対対対してしてしてして提供提供提供提供するサービスそのするサービスそのするサービスそのするサービスその他業務他業務他業務他業務のののの質質質質のののの向上向上向上向上にににに関関関関するするするする目標目標目標目標をををを達成達成達成達成するためするためするためするため

のののの取組取組取組取組」」」」にににに関関関関するするするする特記事項特記事項特記事項特記事項 

１－１ 診療事業 

・循環器内科等で行っていた不整脈（特に心房細動）治療を高度化するため、新しい科と

して「不整脈科」を独立させ、医療機器の整備においては、３次元マッピングシステム・

アブレーションシステムを１１月に新規に導入し、可視化した情報を得ることでの確実で、

手術時間を短縮した治療を実施できることとした。 

・患者からの各種相談を一体的に受け付け、スムーズに対応できるよう医師１名を常勤さ

せ「総合医療センター」を設置した。平成２３年４月からは正面玄関にコンシェルジェを

設置し患者サービスを向上させることとした。 



36 
 

・患者の需要に的確に対応できる医療を目指しており、「総合診療科・小児腎臓内科・不整

脈科・前立腺センター部・睡眠時無呼吸センター部・脊椎脊髄外科センター部」を設置し

た。 

１－２ 調査研究事業 

・医師不足の地域や医療機関、へき地医療機関への診療を支援するため医師等の人的支援

を実施した。（下呂温泉病院・高山赤十字病院・下呂市立金山病院・東海中央病院他） 

１－５ 災害発生時における医療救護 

・社会的な要請への協力として、東日本大震災に対し、DMAT を１班、県からの要請を受

け（宮城県から岐阜県へ要請）、医療救護班を３月から５月にわたり５班を派遣した。 

 

２２２２    業務運営業務運営業務運営業務運営のののの改善及改善及改善及改善及びびびび効率化効率化効率化効率化にににに関関関関するするするする目標目標目標目標をををを達成達成達成達成するためのするためのするためのするための取組取組取組取組 

２２２２－－－－１１１１    効率的効率的効率的効率的なななな業務運営体制業務運営体制業務運営体制業務運営体制のののの確立確立確立確立 

２２２２－－－－１１１１－－－－１１１１    簡素簡素簡素簡素でででで効果的効果的効果的効果的なななな組織体制組織体制組織体制組織体制のののの確立確立確立確立 

（（（（１１１１））））    効率的効率的効率的効率的かつかつかつかつ効果的効果的効果的効果的なななな組織体制組織体制組織体制組織体制のののの構築構築構築構築 

 ・地方独立行政法人化に合わせて、法人経営にかかる目標管理や会計基準への対応を強

化するため経営企画課を新設した。 

・また、併せて人事労務関係業務を強化するため、総務課内に担当を新設した。 

 

（（（（２２２２））））    各種各種各種各種業務業務業務業務ののののＩＴＩＴＩＴＩＴ化化化化のののの推進推進推進推進 

    ・人事・給与システムをＡＳＰサービスの利用により導入するとともに、手当の増加や

給与表の改定等にすみやかに対応するなど、給与計算事務を支援した。また、旅費計算

を行うパッケージソフトを導入し、旅費計算事務の効率化を図った。 

 

（（（（３３３３））））    アウトソアウトソアウトソアウトソーーーージジジジンンンンググググ導入導入導入導入によるによるによるによる合合合合理理理理化化化化 

    ・契約の実態、金額等については契約審査会で個別の契約を審議している。 

・当センターが電子カルテシステムの中に管理しているＣＴやＭＲなどの画像データを

患者からの依頼によりＣＤ出力する定型作業について、アウトソーシングにより 1,857

件対応した。 

 

（（（（４４４４））））    経経経経営効率営効率営効率営効率のののの高高高高いいいい業務業務業務業務執執執執行体制行体制行体制行体制のののの確立確立確立確立 

    ・独立行政法人化に合わせて、経営企画機能部門を強化し、機動的、効率的な病院運営

を図るため「経営企画課」を新設し、経営環境の変化に対応できる業務執行体制を整備

した。また、定年を迎えた職員のうち、病院経営に寄与すると認められる職員の再雇用

を行った。 

  平成 22年度実績 医師１名 事務１名 
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２２２２－－－－１１１１－－－－２２２２    診療体制診療体制診療体制診療体制、、、、人員配置人員配置人員配置人員配置のののの弾力的運用弾力的運用弾力的運用弾力的運用 

（（（（１１１１））））    弾力的運用弾力的運用弾力的運用弾力的運用のののの実施実施実施実施 

    ・平成２２年度においては、不整脈科、総合麻酔科センター（第一麻酔科、第二麻酔科、

ペインクリニック室）、心臓リハビリテーシヨン部を設置し、医療需要の変化や患者動向

に迅速に対応した。 

 

（（（（２２２２））））    効果的効果的効果的効果的なななな体制体制体制体制によるによるによるによる医療医療医療医療のののの提供提供提供提供 

    ・医療職サポートシステムの強化、充実を図るため各種クラークを採用した。（平成 22

年度末） 

○医療クラーク：20人、病棟等看護クラーク：16人 

 

（（（（３３３３））））    ３３３３法人法人法人法人間間間間のののの人事人事人事人事交流交流交流交流によるによるによるによる適正適正適正適正なななな職員配置職員配置職員配置職員配置（（（（人人人人材材材材活用活用活用活用ののののネットワネットワネットワネットワーーーークククク化化化化）））） 

    ・３法人間の人事交流による適正な職員配置（人材活用のネットワーク化）を実施した。 

・人事交流実績（出向） 

他法人からの出向（受入）２名［看護師（下呂病院１名）、コメディカル（下呂病院１

名）］ 

他法人への出向１１名［看護師（多治見病院１名）、コメディカル（多治見病院４名、

下呂病院６名）］ 
 

２２２２－－－－１１１１－－－－３３３３    人事評価人事評価人事評価人事評価システムのシステムのシステムのシステムの構築構築構築構築 

    ・人事評価制度構築への取り組み状況 

独自の人事評価制度の構築に向け、先進病院（相澤病院）への視察や、研修会 

（8/29東京、3/29大阪）に参加した。 

     

２２２２－－－－１１１１－－－－４４４４    事務部門事務部門事務部門事務部門のののの専門性専門性専門性専門性のののの向上向上向上向上 

    ・総務課内に「人事労務担当」を設置し、プロパー（事務職）職員を計画的に採用 

（事務職員５名）し病院運営や医療事務に精通した事務職員を確保した。 

・「経営企画課」を新設し、経営状況の分析、課題への取組等について経営会議におい 

て検討し、収益体質の向上や効率的な経営に取り組み収益の増加やコスト削減に寄与 

した。 

 ・施設基準 診療内容を精査し、２２項目を新規に届出し、収益性の向上に取り組んだ。 

 ・登録診療材料の削減による効率化 約 9,400件 

  ・診療材料管理件数 約 19,000件→約 9,600件 

 

２２２２－－－－２２２２    業務運営業務運営業務運営業務運営のののの見直見直見直見直しやしやしやしや効率化効率化効率化効率化によるによるによるによる収支改善収支改善収支改善収支改善 

２２２２－－－－２２２２－－－－１１１１    多様多様多様多様なななな契約手法契約手法契約手法契約手法のののの導入導入導入導入 

    ・入札制度検討準備委員会設置および検討結果 

・手術ガウン・機器シーツなどこれまで寡占状態で納入されていたものを他社(複数)のデ
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モ製品のアンケートを取り、比較・交渉を実施した結果、約４０%安い納入価格で契約を

締結できた。 

また、使用数量の多い手袋の他社製品比較を実施し約５０％の納入価格低減が出来た。 

・保守契約の複数年契約による削減 

   医療機器の購入と同時に保守契約を行う交渉を行った。 

・各部署における診療材料の定数品目及び数量の見直しを行った。 

 

２２２２－－－－２２２２－－－－２２２２    収入収入収入収入のののの確保確保確保確保 

（（（（１１１１））））    効果的効果的効果的効果的なななな病床病床病床病床管理管理管理管理、、、、医療機器医療機器医療機器医療機器のののの効率的活用効率的活用効率的活用効率的活用 

    ・地域の医療機関等との連携として、共同指導、病床(100床)・設備の開放を行い病診連

携を推進した。 

・開放型病床利用率、共同指導回数(月平均)の推移 

項目・年度 20 21 22 

共同指導 23.1 15.8 12.7 

病床利用率 71.4 72.6 75.3 

・MRI、CT、胃カメラ等の検査は登録医からの FAXにより気軽に予約が可能となってい

る。 

○実績 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（２２２２））））    未未未未収金収金収金収金のののの発生発生発生発生防止防止防止防止対対対対策策策策等等等等 

 ○発生防止 

・入院説明室を新たに設置（H22.5）し、入院決定時に概算費用の提示や福祉制度の説明 

など医療相談員への仲介を実施した。 

・医療相談員により、救急搬送患者に対する身元確認、保険確認を早期に行い、医療保

険制度の活用を紹介するなど高額な患者負担額とならないよう努めた。 

・出産に伴う入院費について、出産一時金直接払制度を全ての出産について利用してい

項目・年度 20 21 22 

FAX予約 7,092 7,925 8,573 

    H22 H21 H22/H21 

外

来 

患者数 人 274,440 261,566 104.9  

平均患者数 人/日 1,129 1,081       －  

診療額 百万円 3,965 3,568 111.1  

診療単価 円/日 14,448 13,641 105.9  

入

院 

患者数 人 191,389 184,440 103.8  

平均患者数 人/日 524 505       －  

診療額 千円 11,590 10,610 109.2  

診療単価 円/日 60,555 57,526 105.3  

在院日数 日 13 13 103.1  

病床稼働率 ％ 89 86 103.9  
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ただくよう徹底を図った。制度の利用が困難な事案については、医療相談員の介入を早

期に実施し、退院時の支払が出来るよう支援を行った。  

○催告 

・毎月２回、定期に督促状を発布し、早期に未収金回収に着手した。 

・督促状発布後、随時催告状を発送するとともに必要に応じ夜間電話催告や臨宅催告を

行った。 

催告状：約１００件／月、電話催告：約５０件／月 

・未納者が受診した際には、面談による納付催告を実施した。 

○その他   

・クレジットカード決済を導入（H22.7）し、支払機会の拡大を図ることで、入院費など

の高額な支払が円滑に出来るよう体制を整えた。 

・回収困難な未収金について、弁護士法人に回収業務を委託することで法的処理も念頭

に置いた回収策を導入した。（H23.2） 

○未収金発生状況 

 Ｈ２１ Ｈ２２ 前年比 

件数 2,191 2,066 -125 

未収金 

(千円) 

106,868 116,133 9,265 

 
 

（（（（３３３３））））    退退退退院時院時院時院時のののの開開開開業医業医業医業医へのへのへのへの紹介紹介紹介紹介率率率率のののの向上向上向上向上 

    ・入院時医学管理加算(総合入院体制加算)として退院時の開業医への紹介率（退院時加算

等４０％以上）の向上が達成できた。 

実績                                (%) 

項目・年度 20 21 22 

紹介率 56.1 59.5 61.5 

逆紹介率 72.1 71.2 73.4 

退院時加算 44.5 44.7 42.1 

 

２２２２－－－－２２２２－－－－３３３３    費用費用費用費用のののの削減削減削減削減 

    ・医薬品・診療材料等の購入方法の見直し、適正な在庫管理の徹底や後発医薬品（ジェ

ネリック医薬品）の効率的採用などによる費用の節減を目指した。 

・医薬品のコスト削減への取り組み状況 

  先発品から後発品に、院内コンセンサスを得ながら変更した。  

・コンサルタント活用による情報収集と診療材料のコスト削減への取り組み。 

・ジェネリック医薬品使用実績               (%) 

 

 

 

「「「「２２２２    業務運営業務運営業務運営業務運営のののの改善及改善及改善及改善及びびびび効率化効率化効率化効率化にににに関関関関するするするする目標目標目標目標をををを達成達成達成達成するためのするためのするためのするための取組取組取組取組」」」」にににに関関関関するするするする特記事項特記事項特記事項特記事項 

２－１ 効率的な業務運営体制の確保 

・理事長のイニシアチブの下、医療環境の変化や県民の医療需要に的確に対応できるよう、

「総合診療科・不整脈科・小児腎臓内科・心臓リハビリテーション部・総合麻酔センター

部・前立腺センター部・睡眠時無呼吸センター部・脊椎脊髄外科センター部・総合相談セ

年度 2１ 2２ 目 標 
使用率 6.4 6.5 9.7 
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ンター」を設置した。 

２－２ 業務運営の見直しや効率化による収支改善 

・業務運営の効率化について、医療機器・医薬品・診療材料の調達に関する検討委員会を

設置し、院内で統一した購入方針・物品等管理方法等への取組を行い、効率的な調達を実

施することとした。 

・診断材料については、コンサルタントを活用して材料ごとに価格等のデータ収集・分析

を行い、積極的な価格交渉により経費削減を行った。 

・多様な契約方法への取組として、医療機器に係る一部の機器保守の複数年契約を実施し

経費削減を行った。 

 

３３３３    予算予算予算予算（（（（人件費人件費人件費人件費のののの見積含見積含見積含見積含むむむむ。）、。）、。）、。）、収支計画及収支計画及収支計画及収支計画及びびびび資金計画資金計画資金計画資金計画 

        経常収支比率 

「２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置」で定

めた計画を確実に実施することにより、業務運営の改善及び効率化を進めるなどして、

経常収支比率９７．２％、及び職員給与費対医業収益比率４７．４％と年度計画を上回

る結果となった。 

３３３３－－－－１１１１    予算予算予算予算（（（（平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度））））               （単位：百万円） 

区  分 計 画 額 決 算 額 増減額 
収入    

 

営業収益 １５，７７０ １７，０３５ １，２６５ 

 
医業収益 １４，６７７ １５，８７６ １，１９９ 
運営費負担金収益 ８１０ ８７６ ６６ 
その他営業収益 ２８４ ２８３ ▲１ 

営業外収益 ２５４ ２６９ １５ 

 運営費負担金収益 ２２２ ２２０ ▲２ 
その他営業外収益 ３２ ４８ １６ 

資本収入 １，４８０ ３，７６９ ２，２８９ 

 
長期借入金 １，２２０ １，２０４ ▲１６ 
運営費負担金 ２６０ ２，５５０ ２，２９０ 
その他資本収入 ０ １５ １５ 

その他の収入 ０ １２０ １２０ 
計 １７，５０４ ２１，１９３ ３，６８９ 

支出    

 

営業費用 １４，７３６ １４，８９１ １５５ 

 

医業費用 １４，４９０ １４，６４６ １５６ 

 

給与費 ７，２８２ ７，１５９ ▲１２３ 
材料費 ４，６３４ ４，８６０ ２２６ 
経費 ２，４７４ ２，５２８ ５４ 
研究研修費 ９９ ９９ ０ 

一般管理費 ２４６ ２４６ ０ 

 給与費 ２０３ ２１１ ８ 
経費 ４３ ３５ ▲８ 

営業外費用 ３５２ ３６５ １３ 
資本支出 ３，３５８ ２，９１６ ▲４４２ 

 
建設改良費 １，９３０ １，４９５ ▲４３５ 
償還金 １，４１９ １，４１９ ０ 
その他資本支出 １０ ２ ▲８ 

その他の支出 １３６ ２３８ １０２ 
計 １８，５８２ １８，４１０ ▲１７２ 



41 
 

（注）各項目の数値は、端数をそれぞれ四捨五入している。 

  そのため、各項目ごとの数値の合計と計の欄の数値は一致しないことがある。 

  なお、増減額は表中の決算額－計画額で算出している。 

 

３３３３－－－－２２２２    収支収支収支収支計画計画計画計画（（（（平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度））））                                                        （単位：百万円） 

（注）各項目の数値は、端数をそれぞれ四捨五入している。 

  そのため、各項目ごとの数値の合計と計の欄の数値は一致しないことがある。 

なお、増減額は表中の決算額－計画額で算出している。 

 

３３３３－－－－３３３３    資金資金資金資金計画計画計画計画（（（（平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度））））            （単位：百万円） 

区  分 計 画 額 決 算 額 増減額 
収益の部 １６，０２１ １７，４２２ １，４０１ 

 

営業収益 １５，７６０ １７，０３２ １，２７２ 

 

医業収益 １４，６６１ １５，８５９ １，１９８ 
運営費負担金収益  ８１０ ８７６ ６６ 
資産見返負債戻入 １０ １９ ９ 
その他営業収益 ２７９ ２７８ ▲１ 

営業外収益 ２５４ ２６９ １５ 

 運営費負担金収益 ２２２ ２２０ ▲２ 
その他営業外収益 ３２ ４８ １６ 

臨時収益 ８ １２０ １１２ 
費用の部 １７，６９０ １８，４１４ ７２４ 

 

営業費用 １６，５７４ １７，０２７ ４５３ 

 

医業費用 １６，３０８ １６，７７９ ４７１ 

 

給与費 ７，２１７ ７，３０７ ９０ 
材料費 ４，４１９ ４，６２８ ２０９ 
経費 ２，３９４ ２，４３７ ４３ 
減価償却費 ２，１８３ ２，３１３ １３０ 
研究研修費 ９５ ９４ ▲１ 

一般管理費 ２６７ ２４９ ▲１８ 

 
給与費 ２０２ ２０８ ６ 
減価償却費 ２３ ８ ▲１５ 
経費 ４１ ３３ ▲８ 

営業外費用 ９８０ ７７６ ▲２０４ 
臨時損失 １２６ ６１１ ４８５ 
予備費 １０ ０ ▲１０ 

純利益 ▲１，６６９ ▲９９３ ６７６ 
目的積立金取崩額 ０ ０ ０ 
純利益 ▲１，６６９ ▲９９３ ６７６ 

区  分 計 画 額 決 算 額 増減額 
資金収入 ２６，７１２ ３０，１２０ ３，４０８ 

 

業務活動による収入 １６，０２５ １６，８７７ ８５２ 

 
診療業務による収入 １４，６７７ １５，５９９ ９２２ 
運営費負担金による収入 １，０３２ １，０９７ ６５ 
その他業務活動による収入 ３１６ １８１ ▲１３５ 

投資活動による収入 ２６０ ２２ ▲２３８ 

 運営費負担金による収入 ２６０  ２２ ▲２３８ 
その他の投資活動による収入 ０ ０ ０ 

財務活動による収入 １，２２０ ３，７３２ ２，５１２ 

 長期借入による収入 １，２２０ １，２０４ ▲１６ 
その他財務活動による収入 ０ ２，５２８ ２，５２８ 
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（注）各項目の数値は、端数をそれぞれ四捨五入している。 

 そのため、各項目ごとの数値の合計と計の欄の数値は一致しないことがある。 

なお、増減額は表中の決算額－計画額で算出している。 

 

「「「「３３３３    予算予算予算予算（（（（人件費人件費人件費人件費のののの見積含見積含見積含見積含むむむむ。）、。）、。）、。）、収支計画及収支計画及収支計画及収支計画及びびびび資金計画資金計画資金計画資金計画」」」」にににに関関関関するするするする特記事項特記事項特記事項特記事項 

・収支計画において、年度計画比較で営業収益は１０８．０％となった。 

○目標に対する各経営比率は、それぞれ以下のとおりとなった。 

・経常収支比率（経常収益/経常費用）は、９７．２％（目標１００％） 

・人件費比率（給与/医業収益）は、４７．４％（目標５０％） 

・材料比率（材料費/医業収益）は、２９．２％（目標３０％） 

 

４４４４    短期借入金短期借入金短期借入金短期借入金のののの限度額限度額限度額限度額 

    ・限度額  １０億円 

 

５５５５    重要重要重要重要なななな財産財産財産財産をををを譲渡譲渡譲渡譲渡しししし、、、、又又又又はははは担保担保担保担保にににに供供供供しようとするときはしようとするときはしようとするときはしようとするときは、、、、そのそのそのその計画計画計画計画 

    ・・・・該当なし 

 

６６６６    剰余金剰余金剰余金剰余金のののの使途使途使途使途 

    ・・・・該当なし 

 

７７７７    そのそのそのその他県他県他県他県のののの規則規則規則規則でででで定定定定めるめるめるめる業務運営業務運営業務運営業務運営にににに関関関関するするするする事項事項事項事項 

７７７７－－－－１１１１    職員職員職員職員のののの就労環境就労環境就労環境就労環境のののの向上向上向上向上 

（（（（１１１１））））    最適最適最適最適なななな勤勤勤勤務環境務環境務環境務環境創出創出創出創出 

    ・専門職の雇用を拡充し、病院職員の最適な勤務環境の改善に努めた。 

 ・医療クラーク：20人、病棟等看護クラーク：16人   ※平成 22年度末 

 

 

前事業年度からの繰越金 ９，２０７ ９，４９０ ２８３ 
資金支出 ２６，７１２  ３０，１２０ ３，４０８ 

 

業務活動による支出 １５，２１３ １５，２０７ ▲６ 

 
給与費支出 ７，４８５ ７，４９８ １３ 
材料費支出 ４，６３４ ４，８７３ ２３９ 
その他の業務活動による支出 ３，０９４ ２，８３６ ▲２５８ 

投資活動による支出 １，９３０ １、１１９ ▲８１１ 
 
 
有形固定資産の取得による支出 １，９３０ １，１１９ ▲８１１ 
その他投資活動による支出 ０ ０ ０ 

財務活動による支出 １，４１９ １，４１９ ０ 

 

長期借入金の返済による支出 ０ ０ ０ 
移行前地方債償還前債務の償還
による支出 

 
１，４１９ 

 
１，４１９ 

 
０ 

その他財務活動による支出 ０ ０ ０ 
翌事業年度への繰越金 ８，１５０ １２，３７５ ４，２２５ 
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（（（（２２２２））））    柔軟柔軟柔軟柔軟なななな勤勤勤勤務務務務形態採形態採形態採形態採用用用用、、、、時時時時間外勤間外勤間外勤間外勤務務務務縮縮縮縮減減減減、、、、休暇休暇休暇休暇取取取取得促得促得促得促進進進進、、、、特別特別特別特別休暇休暇休暇休暇制度制度制度制度新新新新設等設等設等設等 

    ・適切な労働時間の管理のもと職員の家庭環境に配慮するため、休暇細則第 2 条第 1 項

第 29号を以て、子の看護に限定しない休暇を創設した。     

 

（（（（３３３３））））    健健健健康管理康管理康管理康管理対対対対策策策策のののの充実充実充実充実 

    ・職員の健康管理対策の充実を図った。 

・健康診断 

地方独立行政法人化前と同様の一般定期健康診断に加え、非常勤職員に対しては、協

会けんぽの生活習慣病予防検診を活用、人間ドックを希望する常勤職員に対しては、共 

済組合の助成を受け、人間ドックを実施した。 

有害な業務に従事する職員に対しても、引き続き特殊健康診断を実施した。 

・任意検査等（各種抗体検査、予防接種等） 

例年に引き続き、Ｂ型肝炎検査及び小児ウィルス検査を実施し、その結果、抗体が陰

性で予防接種を希望する職員に対しＢ型肝炎ワクチン及び小児ウィルスワクチンの接種

を実施した。 

また、希望する職員に対してはインフルエンザワクチンの接種を実施した。 

・メンタルヘルス 

『岐阜県総合医療センターにおける心の健康づくり計画』を策定し、メンタルヘルス

対策の推進を図った。 

また、外部の相談窓口としては、「心の健康相談」事業を笠松クリニック及び県精神保

健福祉センターで実施した。 

 

（（（（４４４４））））    福利厚福利厚福利厚福利厚生施設等生施設等生施設等生施設等のののの充実充実充実充実 

            ・職員が安全かつ安心して勤務できる勤務環境づくりのため、２４時間保育の実施に 

向け、床暖房工事、外部改修等の改修工事を行った。（２２年３月末） 

 

（（（（５５５５））））    学会等学会等学会等学会等参加参加参加参加支援支援支援支援、、、、研修研修研修研修・・・・講習講習講習講習会充実会充実会充実会充実 

    ・職員が高い意欲を持ち、能力を発揮できる病院を目指し、学会等への参加に関し、各

診療部・科からの案件は、本人負担等の無いよう対応し、個人及び部門が能力を発揮で

きるような体制を整えている。 

 

７７７７－－－－２２２２    県及県及県及県及びびびび他他他他のののの地方独立行政法人地方独立行政法人地方独立行政法人地方独立行政法人とのとのとのとの連携連携連携連携にににに関関関関するするするする事項事項事項事項 

    ・県及び県が設置した他の地方独立行政法人との連携を推進するため、平成２２年１１

月に人事交流採用調整会議を開催した。 

 

７７７７－－－－３３３３    医療機器医療機器医療機器医療機器・・・・施設整備施設整備施設整備施設整備にににに関関関関するするするする事項事項事項事項 

（１）平成２２年度における医療機器・施設整備に関する総投資額については 

次のとおり 

施設及び設備の内容 投資額（単

位：百万円） 

財    源 

病院施設、医療機器等整備 １，４９５ 設立団体からの長期借入金等 
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（２）医療機器・施設整備に当たっては、費用対効果、県民の医療需要、医療技術の進

展などを総合的に判断し、高度先進医療機器（高速Ｘ線ＣＴ装置（ＭＤＣＴ）、ＭＲ

Ｉ等）の整備、超音波室の増設等について長期計画を策定し、診療科ごとのプレゼ

ンテーション及び委員会において導入の可否を含めた検討をしている。 

 

７７７７－－－－４４４４    法人法人法人法人がががが負担負担負担負担するするするする債務債務債務債務のののの償還償還償還償還にににに関関関関するするするする事項事項事項事項 

    ･法人が岐阜県に対し負担する債務の償還を確実に実施した。 

                （単位：百万円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「「「「７７７７    そのそのそのその他設立団体他設立団体他設立団体他設立団体のののの規則規則規則規則でででで定定定定めるめるめるめる業務運営業務運営業務運営業務運営にににに関関関関するするするする事項事項事項事項」」」」にににに関関関関するするするする特記事項特記事項特記事項特記事項 

７－３ 医療機器・施設整備に関する事項 

・本院病棟の平成１８年度の完成に続き、平成２１年度に情報交流棟、管理棟が 

完成し、平成２２年度は病院機能が全て移転した環境において業務を遂行すること 

ができた。 

・平成２２年度は引き続き、旧検診棟、旧本館、旧東病棟の解体及び外来駐車場の 

整備を進め、平成２３年４月末に完成し、施設面においても患者サービスの向上が 

実現できた。 

 

 

 

 

 

年 度 実 績 計 画 

２２年度 1,419 1,419 

２３年度 ― 5,366 

２４年度 ― 805 

２５年度 ― 2,577 

２６年度 ― 659 

中期計画期間計 1,419 10,826 






